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岡
崎
と
は
、
京
都
が
近
代
都
市
へ
と
変
貌
し
て
い
く
時
に
作
り

出
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
近
代
都
市
が
求
め
る
も
の
を

詰
め
込
ん
だ
場
所
と
し
て
成
立
し
た
。

　

九
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
、
い
ま
の
岡
崎
に
は
、
藤
原

摂
関
家
の
別
荘
白
河
殿
が
所
在
し
、
周
囲
に
は
六
つ
の
寺
院
（
六

勝
寺
）が
建
立
さ
れ
た
。
中
心
と
な
る
法
勝
寺
に
は
、
八
角
九
重
塔

も
聳そ

び

え
、
特
異
な
景
観
を
作
っ
て
い
た
。
し
か
し
南
北
朝
内
乱
や

応
仁
の
乱
な
ど
で
寺
院
は
焼
失
し
、
荒
廃
し
た
。
そ
の
後
、
近
世
に

は
武
家
屋
敷
が
並
ん
だ
が
、
明
治
維
新
で
こ
れ
も
な
く
な
り
、
岡

崎
は
畑
地
が
広
が
る
忘
れ
去
ら
れ
た
場
所
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た

空
白
地
帯
と
も
言
え
る
場
所
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に
都
市
が

近
代
化
す
る
た
め
の
役
割
が
与
え
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

東
京
遷せ

ん

都と

に
よ
り
疲
弊
す
る
京
都
を
い
か
に
再
生
さ
せ
る
か
。
二

代
京
都
府
知
事
・
槇
村
正
直
は
、強
力
な
近
代
都
市
化
政
策
＝
京
都

策
を
推
し
進
め
た
。
し
か
し
、「
旧
弊
打
破
」、「
迷
信
一
掃
」を
掲
げ

た
そ
の
強
引
な
手
法
に
対
す
る
京
都
市
民
の
反
発
は
大
き
く
、槇
村

は
元
老
院
に
転
じ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
に
知
事
と
な
っ
た
北
垣
国
道

は
、直
接
社
会
を
変
革
さ
せ
る
で
は
な
く
、殖
産
興
業
政
策
の
た
め
の

基
盤（
イ
ン
フ
ラ
）を
整
備
す
る
た
め
に
琵
琶
湖
疏
水
事
業
に
取
り
組

ん
だ
。一
八
九
〇（
明
治
二
三
）年
に
竣
功
し
た
琵
琶
湖
疏
水
は
、
明

治
期
の
わ
が
国
の
土
木
事
業
を
代
表
す
る
事
業
で
あ
る
が
、実
際
に

京
都
が
復
興
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
導
く
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
こ
で
、
こ
の
琵
琶
湖
疏
水
の
京
都
側
出
口
と
な
っ
た
の
が
岡

崎
で
あ
る
。
岡
崎
は
、
こ
こ
か
ら
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
る
。
琵
琶
湖

疏
水
に
は
多
く
の
目
的
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
に
、
京
都
側
の
ト

ン
ネ
ル
出
口
に
あ
た
る
岡
崎
周
辺
に
、
水
車
に
よ
る
工
場
建
設
を

進
め
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
疏
水
の
工
事
途
中
に
水
力
発

電
の
設
備
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
電
力
で
あ
れ
ば
、
疏
水

の
出
口
付
近
に
工
場
を
集
中
さ
せ
る
必
要
は
な
く
な
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
岡
崎
は
工
場
地
帯
と
は
な
ら
な
く
な
る
。

　

工
場
地
帯
の
計
画
か
ら
は
ず
れ
た
岡
崎
に
は
、
博
覧
会
が
や
っ

て
く
る
。
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）年
に
、
こ
の
地
を
会
場
と
し
て

第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
と
平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭
が
開
催
さ

れ
た
。
第
三
回
ま
で
東
京
上
野
で
開
催
し
て
い
た
博
覧
会
が
、
初

　

京
都
の
近
代
、
前
号
は
市
民
の
文
化
の
広
が
り
を
中
心
と
し
て
、
芸
能
、
音
楽
を

特
集
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
京
都
の
産
業
や
文
化
の
近
代
化
を
推
し
進
め
る
舞
台
と

な
っ
た
、
岡
崎
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ま
す
。

　

十
九
世
紀
、
近
代
化
の
手
法
と
し
て
博
覧
会
は
、
殖
産
興
業
の
最
も
重
要
な
広

報
・
宣
伝
手
段
で
し
た
。
京
都
は
日
本
で
初
め
て
博
覧
会
が
開
か
れ
た
と
こ
ろ
で
も

あ
り
（「
京
都
博
覧
会
」明
治
四
年
／
西
本
願
寺
）、
そ
の
後
も
毎
年
の
ご
と
く
、
寺
院

や
公
園
を
使
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
岡
崎
地
区
も
そ
の
一
つ
で
、
特
に
一
八
九
五

年
に
平
安
遷せ

ん

都と

千
百
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
、
国
に
よ
る
第
四
回
内
国
勧
業
博

覧
会
で
は
、
平
安
神
宮
も
創
建
さ
れ
、
各
展
示
場
の
ほ
か
、
仮
設
の
美
術
館
、
乗
馬
場

も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
京
都
の
産
業
、
文
化
、
そ
し
て
市
民
生
活
に
大
変
革

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
博
覧
会
終
了
後
、
岡
崎
は
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
勧
業
館
、

動
物
園
、
美
術
館
な
ど
の
文
化
施
設
が
相
次
い
で
開
設
さ
れ
、
市
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
、
そ
し
て
楽
し
む
文
化
空
間
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

近
代
化
に
求
め
ら
れ
た
岡
崎�

中
川 

理（
京
都
工
芸
繊
維
大
学
　
教
授
）

京
都
の
近
代

岡
崎
の

文
化

京
都
の
近
代

岡
崎 特別寄稿①　近代化に求められた岡崎
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め
て
関
西
に
や
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
大
阪
で
は
な

く
京
都
で
開
催
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
年
に
平
安
遷
都
千
百
年
紀
念

祭
を
同
時
に
開
催
す
る
こ
と
を
京
都
が
ア
ピ
ー
ル
し
た
か
ら
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
記
念
祭
に
あ
わ
せ
岩
倉
具
視
が
提
案
し

て
い
た
桓
武
天
皇
を
祀
る
平
安
神
宮
も
創
建
さ
れ
る
。
は
た
し
て

こ
の
内
国
博
は
、
多
く
の
入
場
者
を
集
め
た
が
、
そ
れ
は
京
都
が

「
歴
史
観
光
都
市
」と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
。

　

平
安
神
宮
の
社
殿
は
、
か
つ
て
の
内
裏
空
間
の
建
物
（
大
極
殿
と

応
天
門
）を
再
現
す
る
紀
念
殿
と
し
て
作
ら
れ
た
。
つ
ま
り
岡
崎
に
、

京
都
の
「
み
や
こ
」を
再
現
す
る
も
の
と
し
て
、
平
安
神
宮
は
作
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
内
裏
に
あ
っ
た
武
徳
殿
も
、
武

道
の
再
興
を
目
指
す
大
日
本
武
徳
会
に
よ
り
、
大
極
殿
か
ら
同
じ

位
置
関
係
で
武
道
場
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
結
果
、
岡

崎
は
、
千
年
の
「
み
や
こ
」を
可
視
化
し
、
そ
の
歴
史
の
魅
力
を
体

現
す
る
場
所
に
な
っ
た
。
図
1
の
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
錦

絵
の
構
図
は
興
味
深
い
。
手
前
に
、
近
代
産
業
化
の
象
徴
と
し
て
の

琵
琶
湖
疏
水
が
流
れ
、
近
代
産
業
化
の
た
め
の
博
覧
会
が
あ
り
、
そ

の
奥
に
平
安
京
の
内
裏
を
模
し
た
平
安
神
宮
が
あ
り
、
さ
ら
に
背
景

に
は
京
都
の
歴
史
景
観
を
代
表
す
る
東
山
が
見
え
る
。
つ
ま
り
、
こ

の
時
点
で
岡
崎
に
は
、「
近
代
産
業
都
市
」と
「
歴
史
都
市
」と
い
う
、

二
つ
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
て
表
現
さ
れ
る
場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
水
を
邸
宅
敷
地
に
引
き
込
み
、
庭
師
・
小
川
治
兵
衛
が
見
事
な

日
本
庭
園
を
作
庭
す
る
と
い
う
方
法
で
実
現
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ

こ
で
彼
ら
が
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
そ
の
住
宅
購
買
者
は
、
東
西
の

実
業
家
・
資
産
家
た
ち
で
あ
る
。
こ
の
事
業
の
前
提
に
は
日
本
の
歴

史
・
伝
統
を
体
現
す
る
都
市
と
し
て
の
京
都
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
岡
崎
は
「
歴
史
」の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
よ
う
に
な
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
岡
崎
の
中
心
地
に
注
目
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
別
の

近
代
化
の
要
請
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
内
国
勧
業
博
覧
会
開
催

以
降
、
岡
崎
は
、
大
礼
記
念
の
博
覧
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
会
場
に
利
用
さ
れ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
興
味
深
い

の
は
、
祝
意
を
表
す
集
会
な
ど
に
繰
り
返
し
使
わ
れ
て
き
た
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
、
図

2
の
日
露
戦
争
の
戦
勝

祝
賀
で
は
、
平
安
神
宮

の
前
に
「
万
歳
塔
」
な

る
電
飾
塔
が
設
置
さ
れ

多
く
の
人
が
集
ま
っ
て

い
る
。
夜
に
は
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
も
飾
ら
れ

て
い
た
。
京
都
の
本
格

的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
事

　

こ
う
し
て
内
国
勧
業
博

覧
会
を
契
機
に
し
て
、
京

都
の
歴
史
都
市
イ
メ
ー
ジ

は
決
定
的
な
も
の
と
な
っ

た
。
廃
仏
毀
釈
で
荒
廃
し

て
い
た
寺
院
が
、
博
覧
会

の
前
に
相
次
い
で
修
繕
や

再
建
を
実
現
さ
せ
、
京
都

観
光
案
内
書
が
、
こ
の
年

に
は
三
三
冊
も
出
版
さ
れ

る
な
ど
し
た
。
こ
う
し
て

京
都
は
、
鉄
道
網
の
形
成

な
ど
で
実
現
す
る
近
代
的
観
光
の
都
市
の
さ
き
が
け
と
し
て
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
く
の
だ
が
、
岡
崎
は
そ
れ
を
リ
ー
ド
す

る
場
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

観
光
だ
け
で
は
な
い
。
歴
史
都
市
イ
メ
ー
ジ
は
邸
宅
群
の
開
発

と
い
う
新
た
な
事
業
も
導
く
。
工
場
地
帯
に
想
定
さ
れ
て
い
た

鹿
ヶ
谷
周
辺
な
ど
に
、
明
治
後
半
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、
無
鄰

菴
（
山
縣
有
朋
別
邸
）や
野
村
碧
雲
荘
に
代
表
さ
れ
る
別
荘
・
邸
宅

が
次
々
と
建
設
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
別
荘
住
宅
地
の
形
成
は
、
実

業
家
の
塚
本
与
三
次
が
琵
琶
湖
疏
水
の
水
の
使
用
権
を
獲
得
し
、

業
と
し
て
、
明
治
末
に
四
条
通
や

烏
丸
通
の
拡
築
と
市
電
敷
設
を
実

現
す
る
三
大
事
業
が
行
わ
れ
た

が
、
そ
の
起
工
式
も
、
図
3
の
よ

う
に
岡
崎
で
盛
大
に
実
施
さ
れ
た
。

　

考
え
て
見
れ
ば
、
京
都
の
市
民

が
一
斉
に
集
ま
る
場
所
と
い
う
の

は
、
近
世
ま
で
に
は
特
に
必
要
で

は
な
か
っ
た
。
近
代
化
の
中
で
、

都
市
の
支
配
権
力
が
一
元
化
さ
れ
、
市
民
総
出
で
何
か
を
祝
っ
た

り
記
念
し
た
り
す
る
場
所
が
は
じ
め
て
必
要
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
空
白
地
帯
と
な
っ
て
い
た
岡
崎
は
、
そ
う
し
た
要
請
に
応
え

る
「
広
場
」と
し
て
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
、
岡
崎
は

京
都
の
文
化
ゾ
ー
ン
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

こ
う
し
た
「
広
場
」の
歴
史
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
し

だ
い
に
集
ま
る
目
的
ご
と
に
、
美
術
館
や
公
会
堂
な
ど
恒
常
的
な

近
代
文
化
施
設
が
作
ら
れ
、
そ
う
し
た
施
設
の
集
積
す
る
場
と

な
っ
て
い
っ
た
。
た
だ
し
そ
れ
で
も
、
自
由
に
人
々
が
集
う
場
と

い
う
意
味
で
は
場
所
の
性
格
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
だ

ろ
う
。
文
化
ゾ
ー
ン
と
は
そ
う
し
た
場
所
で
あ
る
こ
と
を
岡
崎
の

歴
史
か
ら
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

図1：第四回内国勧業博覧会及び平安紀念大極殿建築落成図
（『平安京1200年』平安建都1200記念協会、1994年）

図3：三大事業起工式典
（『京都日出新聞』明治45年6月16日）

特別寄稿①　近代化に求められた岡崎

図2：日露戦争（遼陽会戦）戦勝祝勝会
（『京都日出新聞』明治37年9月4日）

京
都
の
近
代

岡
崎
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対談　ロームシアター×京都市美術館｢京都の近代　岡崎、文化発信！～アートと文化の未来を語る」

京
都
の
近
代
│ 
岡
崎
︑文
化
発
信
！

～
ア
ー
ト
と
文
化
の
未
来
を
語
る

京
都
の
近
代

岡
崎

辻　
ま
ず
は
、
私
か
ら
岡
崎
の
近
代
に
つ
い
て

お
話
を
し
て
、
そ
の
後
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
終

え
た
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
の
平
竹
館
長
、
続

い
て
、
現
在
改
装
工
事
中
で
あ
り
ま
す
京
都
市

美
術
館
の
潮
江
館
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
お
話
し

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
文
化
ゾ
ー
ン
と

し
て
の
「
岡
崎
」界
隈
が
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ

う
に
展
開
さ
れ
る
か
、
そ
う
い
っ
た
夢
も
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
岡
崎
の
近
代
か
ら
現
代
〉

　

明
治
時
代
は
、
日
本
の
近
代
化
を
図
っ
て
い

く
中
、「
博
覧
会
」を
と
お
し
て
、一
般
大
衆
の

啓
蒙
と
工
業
化
を
進
め
、
日
本
の
近
代
化
を
図

る
「
博
覧
会
の
時
代
」
で
あ
り
ま
し
た
。

一
八
七
七
（
明
治
十
）年
〜
一
九
〇
三
（
明
治

三
六
）年
の
二
六
年
間
に
、
日
本
で
は
「
内
国

勧
業
博
覧
会
」が
五
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一

〜
三
回
が
東
京
・
上
野
、
四
回
目
が
京
都
・
岡

崎
、
五
回
目
が
大
阪
・
天
王
寺
。
第
四
回
の
開

催
地
は
京
都
と
大
阪
で
取
り
合
い
に
な
っ
た
よ

う
で
す
が
、
平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭
典
の
ひ

と
つ
と
し
て
実
施
す
る
と
い
う
事
で
、
最
終
的

に
京
都
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

岡
崎
で
の
「
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
」

（
一
八
九
五
年
）の
様
子
を
見
る
と
、
平
安
神
宮

や
噴
水
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
近
代
化
」

の
象
徴
と
し
て
、
各
博
覧
会
に
は
必
ず
噴
水
や

高
い
塔
が
登
場
し
ま
す
。
そ
し
て
い
く
つ
か
の

パ
ビ
リ
オ
ン
。
こ
の
よ
う
に
「
博
覧
会
」に
は
、

い
ろ
ん
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
ひ

と
つ
の
目
標
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
美
術
館
」も
基
は
こ
の
博
覧
会
パ
ビ
リ
オ
ン

の
ひ
と
つ
で
、
日
本
に
「
学
芸
」の
シ
ス
テ
ム
を

持
っ
て
く
る
こ
と
も
目
的
だ
っ
た
ん
で
す
。
た

だ
し
、
パ
ビ
リ
オ
ン
の
ひ
と
つ
で
す
か
ら
、
博

覧
会
が
終
わ
る
と
、
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
収

蔵
品
を
持
っ
て
公
開
展
示
す
る
、
今
の
よ
う
な

「
美
術
館
」と
は
、
少
し
違
っ
た
存
在
で
し
た
。

　
「
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
」の
美
術
館
展

示
に
は
、
日
本
で
初
め
て
、
公
の
場
に
裸
婦
画

が
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
黒
田
清
輝
の
油
画
「
朝

ち
ょ
う

妝し
ょ
う」。

当
時
、
展
示
を
す
る
か
し
な
い
か
の
大
論

争
が
巻
き
起
こ
る
の
で
す
が
、
結
果
、
展
示
は

継
続
さ
れ
ま
し
た
（
こ
の
作
品
は
後
の
戦
争
で

焼
失
）。

岡
崎
公
園　
そ
の
後
も
、
岡
崎
は
主
な
博
覧
会

の
会
場
と
な
り
ま
す
。
一
九
二
八
年
に
開
か
れ

た
昭
和
天
皇
の
「
大
礼
記
念
京
都
大
博
覧
会
」

で
は
、
神
宮
道
の
大
鳥
居
が
立
ち
ま
し
た
。
岡

崎
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
大
鳥
居
は
、
平
安
神
宮
建

立
（
一
八
九
五
年
）の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
設
置
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

一
九
〇
一
年
以
降
、
博
覧
会
の
跡
地
は
、「
岡

崎
公
園
」と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
東

宮
御
慶
事
記
念
動
物
園
（
一
九
〇
三
年
）、
府
立

図
書
館
（
一
九
〇
九
年
／
京
都
御
苑
か
ら
移

潮
江
宏
三
（
京
都
市
美
術
館
館
長
）

平
竹
耕
三
（
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
館
長
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
辻
喜
代
治

（
京
都
市
芸
術
文
化
協
会 
調
査
・
編
集
委
員
）

対談の様子（京都芸術センター大広間）

「大礼記念京都大博覧会」（1928年）
メインゲートの向こうに大鳥居が見える。
（京都岡崎魅力づくり推進協議会提供）

築
）、
京
都
市
商
品
陳
列
所
（
一
九
〇
九
年
）、

勧
業
館
（
一
九
一
一
年
）、
運
動
公
園
、
京
都
市

公
会
堂
（
一
九
一
五
／
二
条
城
よ
り
移
築
）と

様
々
な
施
設
が
誕
生
し
ま
す
。

　

今
日
の
テ
ー
マ「
ア
ー
ト
」で
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
と
、
一
九
三
三
年
に
「
大
礼
記
念
京
都

美
術
館
（
現
在
の
京
都
市
美
術
館
）」、

一
九
六
〇
年
に
は
「
京
都
会
館
」が
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
こ
の
京
都
会
館
は
前
川
國
男

（
一
九
〇
五
〜
一
九
八
六
年
）に
よ
る
建
築
で

す
。
僕
は
個
人
的
に
も
の
す
ご
く
こ
の
人
が
好

き
で
、
あ
え
て
ご
紹
介
し
ま
す
と
、
ル
・
コ
ル

ビ
ジ
ェ
の
三
大
弟
子
の
ひ
と
り
で
、
国
立
西
洋

美
術
館
（
東
京
・
上
野
）、
東
京
文
化
会
館
（
東

京
・
上
野
）な
ど
の
設
計
に
関
わ
っ
た
人
で
す
。

そ
れ
か
ら
、一
九
六
三
年
に
国
立
近
代
美
術
館

（
京
都
分
館
）が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

〈
京
都
会
館（
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
）〉

平
竹　
私
は
二
〇
〇
七
年
か
ら
京
都
市
の
文
化

行
政
に
携
わ
り
、
京
都
市
芸
術
文
化
協
会
の
理

事
や
評
議
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ

り
、
京
都
会
館
の
再
整
備
構
想
か
ら
関
わ
っ

て
、
現
職
に
就
か
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま

し
た
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
で
愛
称
は
「
ロ
ー

ム
シ
ア
タ
ー
京
都
」と
な
り
ま
し
た
が
、
正
式

名
称
は
今
で
も
「
京
都
会
館
」で
す
。

　

先
程
お
話
し
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
京
都
会
館

が
誕
生
し
た
の
は
一
九
六
〇
年
。
当
時
の
高
山

義
三
市
長
（
一
九
五
〇
年
就
任
）が
、一
九
五
三

年
に
国
際
文
化
観
光
都
市
ら
し
い
施
設
│
国

際
会
議
施
設
と
、
ホ
ー
ル
を
建
て
た
い
と
い
う

こ
と
で
、
建
築
家
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
行

い
、
前
川
國
男
さ
ん
の
プ
ラ
ン
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
京
都
会
館
は
前
川
さ
ん
の
代
表
作
と
言
わ

れ
て
お
り
、
日
本
建
築
学
会
賞
、
建
築
年
鑑

賞
、
建
築
業
協
会
賞
（
す
べ
て
一
九
六
一
年
）を

受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
当
時
は
日
本
の
中
で
先
駆
的
な

存
在
だ
っ
た
施
設
も
、
耐
震
性
能
を
は
じ
め
建

物
の
経
年
劣
化
に
加
え
、
現
代
に
お
い
て
は
機

能
的
な
不
足
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
再
整

備
に
向
け
た
動
き
を
始
め
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
利

用
者
か
ら
は
、
ス
テ
ー
ジ
の
奥
行
不
足
や
、
音

の
響
き
が
悪
い
等
の
要
因
か
ら
、
ぜ
ひ
建
て
替

え
て
欲
し
い
と
い
う
意
見
が
で
て
い
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
京

都
会
館
で
公
演
を
行
わ
な
い
理
由
と
し
て
「
全

国
ツ
ア
ー
の
セ
ッ
ト
が
組
め
な
い
」「
楽
屋
や
設

備
の
不
足
」と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
で
の
不
満
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、「
京
都
で
は
集
客
で
き

対
談
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京
都
の
近
代

岡
崎

な
い
」と
い
う
意
見
が
な
ん
と
三
八
％
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

京
都
は
興
行
が
難
し
い
土
地
だ
と
言
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
集
客
力
が

上
が
り
、
ホ
ー
ル
利
用
者
の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増

え
て
い
ま
す
。
京
都
の
風
土
が
変
わ
っ
た
の

か
、
あ
る
い
は
施
設
が
整
備
さ
れ
て
気
に
入
っ

て
い
た
だ
け
た
の
か
、
ち
ょ
っ
と
状
況
が
変

わ
っ
て
き
た
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

基
本
計
画　
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）年
の
基

本
計
画
で
、
第
一
ホ
ー
ル
と
呼
ん
で
い
た
大

ホ
ー
ル
は
、
客
席
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
道
具

を
吊
り
上
げ
る
た
め
、
舞
台
内
の
高
さ
を
確
保

し
、
バ
レ
エ
や
オ
ペ
ラ
公
演
を
可
能
に
し
ま
し

た
。
第
二
ホ
ー
ル
は
基
本
的
に
は
そ
の
ま
ま
残

し
つ
つ
、
多
様
化
す
る
舞
台
演
出
を
可
能
に
す

る
改
修
プ
ラ
ン
を
立
て
ま
し
た
。
ま
た
、
地
下

に
新
設
し
た
ノ
ー
ス
ホ
ー
ル
は
、
鏡
張
り
の
ブ

ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
な
の
で
バ
レ
エ
の
レ
ッ
ス
ン

等
に
使
用
で
き
、
ま
た
、
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
の
舞

台
と
同
じ
広
さ
で
す
の
で
、
本
舞
台
と
同
じ
よ

う
に
空
間
を
使
っ
た
𥡴
古
が
可
能
で
す
。
客
席

や
舞
台
を
組
め
ば
公
演
も
で
き
る
等
、
様
々
な

目
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
ブ
ッ
ク
＆
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン

等
の
施
設
を
充
実
さ
せ
、
中
庭
の
テ
ラ
ス
は

ロ
ー
ム
・
ス
ク
エ
ア
と
し
て
、
岡
崎
公
園
の
景

観
と
一
体
と
な
り
、
広
々
と
多
目
的
に
使
え
る

空
間
に
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

日
常
的
な
空
間
へ　
私
は
「
生
活
の
中
に
文
化

が
た
く
さ
ん
あ
る
」と
い
う
の
が
、
京
都
の
ま

ち
の
特
徴
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い

う
京
都
の
土
壌
に
根
差
し
た
「
市
民
性
」
と

「
芸
術
性
」を
両
立
す
る
劇
場
で
あ
る
べ
き
と
考

え
て
き
ま
し
た
し
、
文
化
を
つ
く
る
、
人
が
集

ま
る
「
場
」と
し
て
の
劇
場
で
あ
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
人
が
集
ま
っ

て
、
ち
ょ
っ
と
そ
こ
で
議
論
し
よ
う
と
か
、
な

に
か
新
し
い
も
の
つ
く
ろ
う
と
か
、
わ
い
わ
い

と
い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
場
所
。
あ
る
い

は
、
本
を
読
ん
だ
り
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
ゆ
っ

く
り
と
時
間
を
過
ご
す
た
め
に
、
日
常
的
に
足

を
運
べ
る
場
所
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　

と
い
う
の
も
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ま
で
は
、
多
く

の
劇
場
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
公
演
の
チ

ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
な
い
と
入
れ
な
い
ス
ペ
ー

ス
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
公
演
を
観
る
た
め
だ

け
に
来
館
す
る
と
い
う
施
設
に
な
っ
て
い
て
、

入
館
者
数
は
四
〇
万
人
く
ら
い
で
し
た
。
し
か

し
、
公
共
劇
場
と
し
て
そ
れ
で
は
い
け
な
い
と

い
う
問
題
意
識
か
ら
の
改
修
を
経
て
、一
年
目

は
二
五
〇
万
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

多
様
な
取
組
み　
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
は
オ
ペ
ラ

の
上
演
、
サ
ウ
ス
ホ
ー
ル
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
シ
ョ
ー
の
よ
う
な
演
劇

等
、
多
様
な
公
演
を
実
施
し
、
共
通
ロ
ビ
ー
や

ブ
ッ
ク
＆
カ
フ
ェ
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
で
は
、

ト
ー
ク
シ
リ
ー
ズ
や
子
ど
も
向
け
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し

て
い
ま
す
。
設
計
し
た
前
川
さ
ん
も
、
も
と
も

と
二
条
通
に
面
し
た
部
分
を
広
場
に
し
た
い
と

い
う
考
え
で
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
マ

ル
シ
ェ
を
開
催
す
る
等
、
施
設
や
敷
地
の
全
体

を
使
い
、
広
い
年
齢
層
に
い
ろ
ん
な
目
的
で
来

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
」や
「
京
都
国
際

舞
台
芸
術
祭　K

YO
T

O
 EX

PER
IM

EN
T

」な

ど
の
会
場
と
し
て
、
中
庭
に
子
ど
も
が
遊
べ
る

よ
う
な
作
品
を
展
示
し
た
り
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

事
業
で
は
、
参
加
者
で
力
を
あ
わ
せ
て
大
き
な

塊
の
〈
物
〉を
窓
か
ら
館
内
に
運
び
込
む
「
搬

入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
い
う
こ
と
も
実
施
し
ま

し
た
。
み
ん
な
で
、
ど
う
や
っ
た
ら
入
る
の
か

を
考
え
な
が
ら
、
か
な
り
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
ま
あ
、
入
る
よ
う
に
は
創
っ
て
あ
る
ん
で

す
け
ど
ね
（
笑
）

辻　
東
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
ね
。
ず
い
ぶ
ん
明
る
く
な
っ
て
、
施

設
全
体
が
立
ち
寄
り
や
す
い
雰
囲
気
に
な
り

ま
し
た
。

〈
京
都
市
美
術
館（
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
）〉

潮
江　
ま
さ
に
工
事
中
の
京
都
市
美
術
館
の
再

整
備
で
は
、
本
館
の
建
物
を
保
存
す
る
と
い
う

こ
と
が
大
き
な
目
的
で
、
正
面
の
入
口
を
残
し

つ
つ
も
メ
イ
ン
の
入
口
を
地
下
に
す
る
と
い

う
、
思
い
切
っ
た
形
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

ま
ず
は
耐
震
補
強
、
そ
れ
か
ら
銅
板
屋
根
の
葺

き
替
え
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
美
術
館
は
壁
も
分
厚
く
丈
夫
な
建
物

で
、
屋
根
の
構
造
も
梁
の
上
に
銅
板
を
乗
せ

た
比
較
的
軽
い
構
造
で
、
建
物
と
し
て
の
耐

震
性
は
も
と
か
ら
高
か
っ
た
の
で
す
が
、
現
在

の
建
築
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
鉄
筋
が

細
い
こ
と
が
判
明
し
、
耐
震
補
強
工
事
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

銅
葺
き
の
屋
根
は
、
残
念
な
が
ら
白
黒
写
真

し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
当
初
は
銅

あ
か
が
ね

色
だ
っ

た
は
ず
で
す
。
我
々
は
腐
食
し
て
緑
青
色
に

な
っ
た
今
の
姿
に
親
し
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の

葺
き
替
え
で
元
の
銅
色
に
戻
り
ま
の
で
、
劇
的

に
印
象
が
変
わ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

美
術
館
の
敷
地
は
円
勝
寺
の
中
心
部
分
で
し

た
の
で
、
発
掘
に
は
す
ご
く
期
待
し
て
い
ま
し

た
が
、
明
治
時
代
、
内
国
博
覧
会
の
後
に
勧
業

館
を
建
て
る
際
に
掘
り
出
し
て
い
た
よ
う
で
、

今
回
は
な
に
も
出
て
こ
な
か
っ
た
。
で
す
の

で
、
発
掘
調
査
に
よ
り
工
期
が
延
び
る
こ
と
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
（
笑
）。

新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン　
京
都
市
美
術
館
の
目
指

す
べ
き
方
向
性
と
し
て
、
ひ
と
つ
は
、
京
都
の

美
術
の
伝
統
を
し
っ
か
り
と
継
承
し
て
い
く
こ

と
。
つ
ま
り
、
現
代
美
術
を
含
む
美
術
作
品
を

し
っ
か
り
と
収
集
し
、
京
都
の
芸
術
の
今
を
、

歴
史
と
し
て
紡
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
の

が
、一
番
大
き
な
目
標
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
目
標
は
、
い
ろ
ん
な
世
代
の

方
に
来
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
先

程
の
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
の
構
想
の
中
に
も
あ
っ

た
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
集
い
交
流
す
る

場
所
。
取
り
澄
ま
し
た
よ
う
な
美
術
館
で
は
い

け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
今
回
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
大
事
な

部
分
は
、
ゆ
っ
た
り
滞
在
し
、
ゆ
っ
く
り
楽
し

KYOTO EXPERIMENT 2016 Spring 
reseachlight「河童よ、ふたたび」

オープニング事業「搬入プロジェクト─京都・岡崎計画」
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京
都
の
近
代

岡
崎

め
る
美
術
館
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
ま
で
の
京

都
市
美
術
館
は
玄
関
が
狭
く
て
、
入
っ
た
ら
流

れ
る
よ
う
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
入
れ
ら
れ
て
、
観

終
わ
っ
た
ら
「
は
い
、
帰
れ
〜
」と
い
う
感
じ
の

美
術
館
で
し
た
の
で
（
笑
）、
そ
う
い
う
美
術
館

で
は
な
い
の
に
し
ま
し
ょ
う
、
と
。

　

み
な
さ
ん
好
き
な
よ
う
に
過
ご
せ
る
ス
ペ
ー

ス
を
つ
く
り
、
ひ
と
つ
の
展
覧
会
を
観
て
、
お

茶
を
飲
ん
で
、
も
う
ひ
と
つ
観
よ
う
か
な
と
い

う
気
持
ち
で
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
美
術

館
に
し
た
い
。

空
間
と
し
て
の
美
術
館　
こ
う
い
っ
た
コ
ン
セ

プ
ト
を
基
に
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
選
出

さ
れ
た
青
木
淳
・
西
澤
徹
夫
設
計
共
同
体
に
基

本
設
計
を
委
託
し
ま
し
た
。
十
九
も
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
在
り
様
を
尊
重

し
た
設
計
プ
ラ
ン
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
空
間
が
狭
く
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
が
な
い
な
ど
、
現
代

の
美
術
館
で
は
常
識
と
な
っ
て
い
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
、
展
示
場
で
し
か
な

か
っ
た
。
青
木
さ
ん
は
二
〇
一
五
年
に
開
催
し

た
展
覧
会
「PA

R
A

SO
PH

IA 

京
都
国
際
現
代

芸
術
祭
」の
際
に
、
こ
の
美
術
館
を
つ
ぶ
さ
に

見
て
く
だ
さ
っ
て
い
て
、
こ
の
建
物
を
最
大
限

に
ど
う
活
か
す
か
と
い
う
設
計
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
。
西
側
の
神
宮
道
か
ら

の
導
線
は
、
ス
ロ
ー
プ
で
地
下
に
降
り
て
行

き
、
そ
こ
が
新
し
い
玄
関
口
に
な
り
ま
す
。
こ

の
ス
ロ
ー
プ
状
の
空
間
に
は
階
段
も
あ
り
ま
す

の
で
、
例
え
ば
こ
こ
を
客
席
に
し
て
音
楽
会
を

し
た
り
、
面
白
い
こ
と
の
で
き
る
空
間
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
、
入
場
待
ち
の
方

に
は
屋
外
で
並
ん
で
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
室
内
に
も
列
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
ま
す
！ 

空
調
の
効
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
お

待
ち
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ

い
。
地
下
に
は
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ
ン
タ
ー
や
案
内

カ
ウ
ン
タ
ー
も
で
き
ま
す
。

　

地
下
に
は
他
に
も
カ
フ
ェ
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
、
更
に
小
さ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
つ
く
っ
て
、

学
生
さ
ん
や
若
い
人
た
ち
に
使
っ
て
も
ら
お
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
非
公
開

だ
っ
た
南
北
二
か
所
に
あ
る
中
庭
の
う
ち
、
南

側
は
オ
ー
プ
ン
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
空
間
に

な
り
ま
す
。
北
側
の
中
庭
は
ガ
ラ
ス
屋
根
を
か

け
て
、
セ
レ
モ
ニ
ー
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
、

複
合
的
な
ス
ペ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。

　

本
館
の
展
示
室
の
う
ち
、一
階
の
南
側
は
常

設
展
示
に
使
用
し
、
そ
の
他
の
展
示
室
は
、
企

画
展
示
や
貸
館
と
し
て
使
用
し
ま
す
。
二
階
の

北
側
は
光
を
遮
断
し
、
温
度
と
湿
度
を
一
定
に

保
つ
展
示
室
に
。
南
側
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
か

た
ち
を
残
し
、
屋
根
の
す
ぐ
下
か
ら
光
が
入
っ

て
く
る
自
然
光
の
展
示
室
に
な
り
、
こ
こ
が
ど

う
い
う
美
術
館
だ
っ
た
の
か
と
い
う
歴
史
も
語

り
継
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

日
本
庭
園
は
そ
の
ま
ま
残
し
ま
す
の
で
、

ゆ
っ
く
り
散
策
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
二
階
東
側
の
喫
茶
室
だ
っ
た
場
所

（
そ
の
後
の
改
装
で
倉
庫
に
）は
、
実
は
東
山
が

見
え
て
庭
園
も
見
下
ろ
せ
る
、
と
て
も
い
い
場

所
だ
っ
た
ん
で
す
。
こ
こ
は
景
色
を
見
な
が
ら

何
時
間
で
も
自
由
に
過
ご
せ
る
休
憩
室
に
な

り
ま
す
。

　

北
東
の
収
蔵
庫
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
で
き
る

新
館
で
は
、
現
代
美
術
を
中
心
に
展
示
を
お
こ

な
い
ま
す
。
二
階
か
ら
は
連
絡
通
路
で
本
館
と

繫
が
り
、
テ
ラ
ス
か
ら
の
眺
め
は
、
今
ま
で
見

た
こ
と
の
な
い
体
験
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

目
標
と
し
て
は
今
年
の
十
月
末
に
竣
工
。
美

術
館
と
い
う
の
は
、
竣
工
か
ら
一
定
期
間
は
、

建
築
材
料
の
溶
剤
等
を
含
む
空
気
を
抜
か
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
二
〇
一
九
年
度
中
に

オ
ー
プ
ン
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

辻　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
展
覧
会
に
つ
い
て
、
ぜ

ひ
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
。

潮
江　
詳
し
く
は
ま
だ
ご
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、

京
都
な
ら
で
は
、
京
都
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
展

覧
会
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

作
品
を
と
お
し
て　
常
設
展
示
で
は
、
四
季
に

あ
わ
せ
て
当
館
が
所
蔵
す
る
名
品
を
展
示
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
季
節
ご
と
に
来
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
作
品
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
ま
す
。

　

京
都
の
方
々
に
は
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
す
京

都
の
芸
術
を
誇
り
に
思
っ
て
い
た
だ
き
た
い

し
、
外
の
大
き
な
動
き
に
つ
い
て
も
勉
強
し
て

も
ら
い
た
い
。

　

京
都
の
伝
統
を
、
若
い
人
、
子
ど
も
た
ち
に

継
承
し
、
教
育
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た

い
と
い
う
の
が
ひ
と
つ
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
観

光
客
の
方
に
も
、
京
都
の
芸
術
と
い
う
の
が
ど

う
い
う
も
の
な
の
か
、
堪
能
し
て
も
ら
え
る
ス

ペ
ー
ス
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

岡
崎
に
あ
る
美
術
館
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、
地

域
の
特
性
を
活
か
し
、
京
都
の
人
々
が
誇
り
と

思
え
る
よ
う
な
美
術
館
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し

て
い
く
。
世
界
の
方
々
に
京
都
の
美
術
を
観
て

い
た
だ
く
こ
と
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
世
界
水
準

の
展
覧
会
を
開
催
す
る
こ
と
。
こ
の
ふ
た
つ
は

ソ
フ
ト
面
で
は
非
常
に
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

辻　
従
来
の
貸
館
シ
ス
テ
ム
は
続
行
さ
れ
る
の

で
す
か
？

潮
江　
は
い
。
複
合
型
美
術
館
と
い
う
の
が
基

本
的
な
考
え
方
で
す
の
で
、
貸
会
場
と
し
て
も

併
用
し
て
い
き
ま
す
。
展
示
を
し
て
い
た
だ
く

作
り
手
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
美
術
好
き
で
す
か

ら
、
展
覧
会
も
観
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
し
、

お
互
い
に
良
い
関
係
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

辻　
企
画
展
示
と
常
設
展
示
、
貸
館
の
三
つ
の
展

覧
会
が
同
時
進
行
し
て
い
く
と
い
う
事
で
す
ね
。

〈
京
都
岡
崎
魅
力
づ
く
り
推
進
協
議
会
〉

辻　
再
整
備
に
伴
い
、
岡
崎
の
地
区
・
地
元
と
の

関
わ
り
で
、
会
議
も
重
ね
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

潮
江　
岡
崎
地
域
に
あ
る
公
共
施
設
と
、
地
元

の
商
店
街
の
人
た
ち
と
共
同
で
や
っ
て
い
る

「
京
都
岡
崎
魅
力
づ
く
り
推
進
協
議
会
」と
い

う
団
体
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
互
い
に
協
力
し
あ

エントランス付近の工事の様子

展示室の工事の様子
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京
都
の
近
代

岡
崎

い
な
が
ら
、
岡
崎
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
岡
崎
で
は
春
と
秋
を
メ

イ
ン
に
、
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

ま
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
き
は
少
し
遅
く

ま
で
お
店
を
開
け
る
よ
う
な
対
応
も
し
て
い
た

だ
き
、
な
か
な
か
効
果
的
に
イ
ベ
ン
ト
が
で
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、『
京
都
・
岡
崎
年
代
史
』と
い
う

本
も
つ
く
っ
て
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
手
に
取
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
一
冊

五
〇
〇
円
。
こ
れ
が
イ
ベ
ン
ト
の
費
用
に
充
て

ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

平
竹　
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
の
蔦
屋
書
店
で

も
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
（
笑
）。

〈
垣
根
を
超
え
て
〉

辻　
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
等
ご
紹
介
い
た
だ

け
ま
す
か
。

平
竹　
美
術
館
は
学
術
的
な
部
分
が
あ
っ
て
、

収
蔵
作
品
、
研
究
や
普
及
活
動
等
、
い
ろ
ん
な

機
能
が
あ
り
ま
す
が
、
劇
場
で
行
わ
れ
る
空
間

芸
術
・
時
間
芸
術
と
い
う
の
は
残
っ
て
い
か
な

い
。
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
で
は
『
ア
ッ
セ
ン
ブ

リ
ー
』と
い
う
冊
子
で
、
記
録
と
し
て
残
し
て

い
こ
う
と
い
う
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。
関
係

者
の
方
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
文
化
ゾ
ー
ン

と
し
て
の
岡
崎
の
こ
れ
か
ら
等
も
話
し
て
い
ま

す
の
で
、
こ
う
い
う
活
動
に
も
関
心
を
も
っ
て

い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

私
個
人
と
し
て
は
、
最
近
は
「
ア
ー
ト
」と

い
う
も
の
の
裾
野
が
広
が
っ
て
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
展
覧
会
や
劇
場

で
鑑
賞
す
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
そ
こ
に
参
画

し
て
い
く
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
う
い
う
プ
ロ
セ

ス
そ
の
も
の
が
「
ア
ー
ト
」と
な
っ
て
い
く
の

か
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
岡
崎
と
い
う
の
は
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
場
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
京
都
市
が
中
心
と
な
っ
て

「K
YO

T
O

 ST
E

A
M

│
世
界
文
化
交
流
祭
│
」

（
二
〇
二
〇
年
・
春
）と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

は
じ
め
て
い
ま
す
。
文
化
芸
術
事
業
と
人
材
育

成
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
と
い
う
三
本
柱
で
構

成
さ
れ
、
二
〇
一
七
年
か
ら
企
画
を
は
じ
め
、

二
〇
一
九
年
三
月
に
は
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
な
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
岡
崎
を
中
心
と
し
て
実
施
し

ま
す
。

　
「ST

E
A

M

」で
す
が
、
実
は
科
学（Science

）・

技
術
（Technology

）・
工
学
（Engineering

）・

芸
術
（A

rt

）・
数
学
（M

athem
atics

）の
そ
れ
ぞ

れ
の
英
語
の
頭
文
字
を
と
っ
て
い
ま
す
。
科
学

と
ア
ー
ト
が
融
合
し
た
よ
う
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
欧
米
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
を
京
都
が
や
る
事
の
意
味
は
大
き
い
。
日
本

に
は
日
本
の
、
京
都
は
京
都
の
美
意
識
や
自
然

観
が
あ
り
、
海
外
に
比
べ
て
宗
教
的
な
寛
容
性

が
高
い
社
会
で
す
。
そ
う
い
う
特
徴
を
前
に
出

し
て
い
き
た
い
。
京
都
に
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受

賞
さ
れ
た
先
生
方
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。

京
都
の
持
っ
て
い
る
力
、
文
化
資
源
の
力
で
、

京
都
の
文
化
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
。

　

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
と
い
う
と
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
映
像
作
品
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
、

そ
れ
を
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
見
せ
る
。
ア
イ
・
ト

ラ
ッ
キ
ン
グ
で
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が
ど
こ
を
見

て
い
る
か
わ
か
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て

い
て
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が
ア
ー
ト
を
ど
う
認
識

す
る
か
、
そ
こ
か
ら
人
間
が
ど
う
ア
ー
ト
を
認

識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
検
証
す
る
、
と
い

う
実
験
を
し
て
い
ま
す
。
他
に
は
、
京
都
を
拠

点
に
世
界
で
活
躍
す
る
〝
ダ
ム
タ
イ
プ
〞と
い

う
グ
ル
ー
プ
に
、
十
八
年
ぶ
り
の
新
作
を
つ

く
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
公
演

や
研
究
報
告
を
、
岡
崎
一
帯
で
繰
り
広
げ
て
い

き
ま
す
。

〈
こ
れ
か
ら
の
岡
崎
〉

潮
江　
こ
う
い
う
融
合
し
た
形
で
の
展
覧
会
や

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
や
っ
て
い
く
こ
と
は
、
と
て

も
大
事
で
、
社
会
も
そ
う
い
う
方
向
に
進
ん
で

い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

融
合
、
広
が
り
の
中
で
仕
事
を
す
る
、
現
代
美

術
の
作
家
が
京
都
に
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、

今
回
の
改
修
で
現
代
美
術
の
新
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
つ
く
っ
た
の
は
、
彼
ら
を
し
っ
か
り
と
支
え

て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
で
も
あ
り
ま
す
。

平
竹　
い
ろ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
、
い
ろ
ん
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
、
岡

崎
で
で
き
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。「
内

国
勧
業
博
覧
会
」っ
て
、
当
時
に
し
た
ら
、
す
ご

い
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に

類
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
岡
崎
だ
け
に
留
ま
ら

ず
、
岡
崎
を
起
点
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「K

YO
T

O
 

C
U

LT
IVAT

ES

│
京
都
は
耕
す
、
育
む
、
磨

く
」と
い
う
動
き
の
中
で
、
未
来
に
希
望
が
持

て
る
社
会
を
、
京
都
、
そ
し
て
日
本
か
ら
発
信

し
て
い
き
た
い
。

　

私
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
垣

根
と
い
う
も
の
が
下
が
っ
て
、
違
っ
た
も
の
が

生
ま
れ
て
く
る
、
あ
る
い
は
、
あ
る
種
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
と
ポ
ピ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
が

コ
ミ
ッ
ト
し
て
、
社
会
と
い
う
の
は
変
わ
っ
て

い
く
の
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
岡
崎
と
い
う
の

は
、
実
験
が
で
き
る
場
と
し
て
益
々
注
目
し
て

い
た
だ
け
る
場
所
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

潮
江　
今
ま
で
岡
崎
は
夜
を
楽
し
め
な
い
部
分

が
あ
っ
た
の
で
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
美
術
館

の
開
館
時
間
を
午
前
十
時
か
ら
午
後
六
時
ま

で
に
変
え
、
美
術
作
品
の
保
存
や
研
究
に
支
障

の
な
い
と
こ
ろ
の
、
カ
フ
ェ
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ッ
プ
は
夜
ま
で
開
け
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
し
ま
す
の
で
、
夜

の
賑
わ
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
貢
献
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
夜
も
岡
崎
界
隈
を

散
歩
し
て
い
た
だ
い
て
、
な
に
か
お
も
し
ろ
い

こ
と
が
あ
る
場
所
と
し
て
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ

と
連
携
を
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
考
え
て

い
ま
す
。

辻　
二
〇
二
〇
年
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
に
は

文
化
都
市
の
政
策
と
し
て
、
必
ず
文
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
活
発
に
な
り
ま
す
。
国
の
文
化
度

の
向
上
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
匹
敵
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
京
都
は
ま
さ
に
、
こ
こ
で
力
を

発
揮
し
な
い
と
い
け
な
い
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
参
加

し
て
い
た
だ
い
て
、
皆
さ
ん
自
身
が
感
じ
て
、

ご
自
身
で
そ
こ
か
ら
い
ろ
ん
な
展
開
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
ど
う
も
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
時
： 

二
〇
一
九
年
一
月
十
八
日
（
金
）

 

十
五
時
〜
十
六
時
三
〇
分

会
場
： 

京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー　
大
広
間

主
催
： 

京
都
市
、公
益
財
団
法
人
京
都
市
芸
術
文
化
協
会

協
力
： 

京
都
岡
崎
魅
力
づ
く
り
推
進
協
議
会

『京都・岡崎年代史』
（京都岡崎魅力づくり推進協議会発行）



14  15  

特別寄稿②　近代の空間　岡崎公園と京都

近
代
の
空
間
　

岡
崎
公
園
と
京
都

　

岡
崎
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
聳そ

び

え
立
つ
平
安
神
宮

の
大
鳥
居
。
危
険
を
顧
み
ず
、
行
き
交
う
車
を
縫
っ
て
車
道
の

中
央
ま
で
進
ん
で
、
こ
の
高
さ
約
二
四
ｍ
、
柱
間
約
十
八
ｍ
の

京
都
最
大
の
鳥
居
の
中
央
に
立
つ
姿
を
写
真
に
収
め
よ
う
と

す
る
観
光
客
を
よ
く
目
に
す
る
。
写
真
に
は
、
鳥
居
の
下
に
立

つ
自
分
の
姿
の
向
こ
う
に
、
平
安
神
宮
の
応
天
門
が
写
り
込
ん

で
い
る
に
違
い
な
い
。
だ
が
そ
れ
は
ほ
ぼ
鳥
居
の
中
央
に
見
え

て
い
る
に
違
い
な
い
も
の
の
、
門
は
中
央
か
ら
ほ
ん
の
僅
か
右

に
ず
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
門
の
屋
根
の
水
平
線
と
鳥
居
の
水

平
線
が
完
全
に
平
行
で
は
な
い
こ
と
に
気
付
い
て
い
る
人
は

少
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
地
図
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
の
だ
が
、

大
鳥
居
と
応
天
門
を
結
ぶ
神
宮
道
は
真
北
真
南
の
軸
線
か
ら

約
四
度
西
に
傾
い
て
お
り
、
応
天
門
と
大
鳥
居
は
平
行
を
成
し

て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

一
八
九
二
（
明
治
二
五
）年
五
月
よ
り
、
京
都
に
お
け
る
平

安
遷せ

ん

都と

千
百
年
紀
念
祭
と
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
開
催

の
構
想
が
開
始
さ
れ
、
翌
年
六
月
、
平
安
京
の
大
極
殿
を
モ

デ
ル
と
し
た
紀
念
殿
を
建
設
す
る
た
め
、
ま
ず
廣
道
通
（
現

在
の
岡
崎
通
）の
東
、
現
在
の
動
物
園
の
場
所
が
候
補
地
と
さ

れ
、
東
西
に
軸
線
を
置
き
、
西
を
正
面
と
す
る
配
置
が
俎
上
に

載
せ
ら
れ
た
。
だ
が
す
ぐ
さ
ま
平
安
京
に
倣
っ
て
、
殿
社
は
南

面
す
べ
き
と
の
建
議
が
起
こ
さ
れ
、
八
月
に
は
南
面
す
る
た
め

に
現
在
の
平
安
神
宮
の
場
所
に
敷
地
が
変
更
さ
れ
、
そ
の
南

北
軸
を
基
軸
と
し
て
内
国
博
の
会
場
配
置
も
整
え
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
た
だ
こ
の
時
、
当
初
紀
念
殿
の
計
画
敷
地
内
に

あ
っ
た
古
塚
が
、
後
三
条
天
皇
の
御
荼
毘
所
で
あ
る
可
能
性

が
判
明
し
、
急
遽
紀

念
殿
の
建
設
位
置

を
西
に
十
間
移
動

す
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
一
八
九
六
（
明

治
二
九
）年
に
京
都

市
参
事
会
が
発
刊
し

た
『
平
安
遷
都
紀
念
祭
紀
事
』

に
添
付
さ
れ
た
内
国
博
の
会
場

図
を
見
る
と
、
琵
琶
湖
疏
水
に

架
か
る
慶
流
橋
は
大
極
殿
の
真

南
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
の
位
置
は
、
三
条
通

と
交
わ
り
南
北
に
延
び
る
粟
田

門
前
通
（
現
在
の
神
宮
道
）と
、

東
西
に
流
れ
る
疏
水
の
南
側
の

道
、
東
濱
道
（
現
在
の
仁
王
門
通
）の
交
点
に
は
な
く
、
粟
田

門
前
通
よ
り
少
し
西
側
、
疏
水
の
白
川
へ
の
分
岐
点
と
粟
田
門

前
通
と
の
間
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
西
へ
の
ず
れ
は
お
よ
そ

十
間
、
つ
ま
り
元
々
は
粟
田
門
前
通
の
延
長
線
上
に
紀
念
殿
が

計
画
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
紀
念
殿
敷
地
の
移
動
に
よ
っ
て
、

疏
水
を
渡
っ
て
紀
念
殿
ま
で
真
北
に
進
む
た
め
の
慶
流
橋
も

同
じ
く
西
に
十
間
移
動
し
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
会

場
図
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
内
国
博
終
了
後
の
何
時
か
の

時
点
で
、
粟
田
門
前
通
か
ら
一
度
ク
ラ
ン
ク
を
経
て
平
安
神
宮

に
至
る
動
線
を
避
け
て
、
現
在
の
よ
う
な
直
線
的
な
動
線
を
確

保
す
る
た
め
に
、
慶
流
橋
が
架
け
替
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
架
け
替
え
は
い
つ
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
管
見

で
は
未
だ
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も

一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）年
に
竣
工
し
た
京
都
府
立
京
都
図
書

館
（
現
在
の
京
都
府
立
図
書
館
）の
建
設
時
に
は
、
す
で
に
慶

流
橋
の
位
置
の
移
動
と
そ
れ
に
伴
う
真
北
真
南
の
軸
線
か
ら

約
四
度
西
に
傾
い
た
応
天
門
通
（
現
在
の
神
宮
道
）の
新
設
が

行
わ
れ
て
い
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
も
武
田

五ご

一い
ち

設
計
で
レ
ン
ガ
造
三
階
建
の
府
立
図
書
館
の
軸
線
は
、
現

在
の
傾
い
た
軸
線
に
沿
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
内
国
博
の
終

了
後
、
二
条
通
以
北
の
地
域
に
は
、
平
安
神
宮
の
東
隣
に
あ
っ

た
博
覧
会
施
設
の
美
術
館
を
京
都
市
が
払
い
下
げ
を
受
け
、

一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）年
ま
で
使
用
し
た
「
京
都
市
美
術
館
」

や
、
そ
の
南
で
博
覧
会
施
設
の
工
業
館
を
移
築
し
て
利
用
さ
れ

て
い
た
「
博
覧
会
館
」な
ど
が
あ
っ
た
が
、
平
安
神
宮
の
南
側
、

疏
水
ま
で
の
地
域
は
、「
桜
の
馬
場
」と
呼
ば
れ
、
建
造
物
の
な

い
状
況
で
あ
っ
た
。
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）年
、
応
天
門
前
か

ら
慶
流
橋
ま
で
を
結
ぶ
神
宮
道
が
通
さ
れ
た
。
一
つ
の
可
能
性

と
し
て
、
こ
の
時
、
平
安
神
宮
の
参
道
と
し
て
粟
田
門
前
通
か

ら
応
天
門
ま
で
を
直
線
で
結
ぶ
た
め
、
慶
流
橋
が
移
動
さ
れ
た

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
仮
に
先
の
内
国
博

の
会
場
図
の
慶
流
橋
の
位
置
が
誤
り
で
あ
り
、
慶
流
橋
自
体
の

架
け
替
え
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
平
安
神
宮
の

中
谷
至
宏（
京
都
市
美
術
館
　

学
芸
課
担
当
係
長
）

「平安神宮及第四回内国勧業博覧会之図」
『平安遷都紀念祭紀事』より

大陳列室　埋蔵文化財調査

京
都
の
近
代

岡
崎
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参
道
と
し
て
の
道
路
が
敷
か
れ
た
時
点
で
、
こ
の
参
道
が
真
北

真
南
の
軸
線
か
ら
約
四
度
ず
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

結
果
と
し
て
平
安
京
の
大
極
殿
の
南
面
性
を
基
に
建
造
さ

れ
た
平
安
神
宮
の
参
道
が
、
平
安
朝
の
遺
蹟
の
存
在
と
、
岡
崎

地
区
の
整
備
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
町
の
街
路
と
の
調
整

の
結
果
、
つ
ま
り
遺
構
と
既
存
の
街
並
み
の
尊
重
の
結
果
と
し

て
言
わ
ば
「
不
徹
底
な
」軸
線
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
意
味
深
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
祝
祭
空
間
と
し
て
、
ま
た

平
安
京
と
い
う
歴
史
を
表
象
す
る
場
所
と
し
て
近
代
に
仮
構

さ
れ
た
岡
崎
地
区
の
空
間
の
近
代
性
を
象
徴
し
て
い
る
と
も

言
え
る
の
で
あ
る
。

　

一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）年
に
竣
工
し
た
府
立
図
書
館
と
神

宮
道
を
挟
ん
で
向
か
い
側
に
は
、
翌
年
に
同
じ
武
田
五
一
の
設

計
で
、
京
都
市
商
品
陳
列
所
が
建
設
さ
れ
た
。
時
期
は
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
ち
ら
は
神
宮
道
と
平
行
で
は

な
く
、
真
北
真
南
の
軸
線
を
基
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
京
都
市

美
術
館
の
再
整
備
に
際
し
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
が
行
わ
れ
た

と
こ
ろ
、
大
陳
列
室
の
地
下
に
商
品
陳
列
所
の
基
礎
と
み
な

せ
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
基
礎
ス
ラ
ブ
と
レ
ン
ガ
積
み

の
基
壇
が
認
め
ら
れ
た
。
府
立
図
書
館
が
レ
ン
ガ
積
み
の
構

造
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
商
品
陳
列
所
は
、
日
比
忠
彦
を
設
計

監
修
と
し
て
迎
え
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
と
し
て
建
築

さ
れ
た
、
日
本
に
お
け
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
草
創
期
の

建
築
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
日
比
忠
彦
の
講
演
を
ま
と
め

た
『
鉄
筋
混
凝
土
講
話
』（
一
九
一
三
）年
に
は
、
こ
の
商
品
陳

列
所
の
「
鉄
筋
混
凝
土
床
標
本
荷
造
試
験
」の
図
版
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
商
品
陳
列
所
は
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）年
に
竣

工
し
た
大
礼
記
念
京
都
美
術
館
の
建
設
に
あ
た
り
、
一
九
三
一

（
昭
和
六
）年
に
解
体
さ
れ
て
い
る
。
地
下
か
ら
現
れ
た
基
礎

ス
ラ
ブ
は
平
面
図
通
り
、
商
品
陳
列
所
の
南
翼
の
基
礎
の
位

置
に
あ
り
、
上
に
建
て
ら
れ
た
大
礼
記
念
京
都
美
術
館
と
東

西
南
北
同
じ
軸
線
上
に
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
当

時
最
新
技
術
で
あ
り
、
む
し
ろ
試
験
段
階
で
あ
っ
た
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
の
建
築
の
設
計
に
あ
た
っ
て
、
武
田
五
一
は
平
安

神
宮
の
参
道
の
軸
線
に
依
ら
ず
、
真
北
真
南
に
則
し
て
陳
列

所
を
設
計
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に

解
体
後
に
建
設
さ
れ
た
大
礼
記
念
京
都
美
術
館
（
現
京
都
市

美
術
館
）も
参
道
と
は
平
行
し
な
い
軸
線
を
持
つ
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

京
都
市
美
術
館
の
再
整
備
後
は
、
正
面
玄
関
前
庭
の
北
西

隅
に
、
地
下
へ
と
降
り
る
エ
レ
ベ
ー
タ
を
備
え
た
三
角
形
の
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
が
設
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
神
宮
道
と
京
都
市

美
術
館
が
平
行
を
な
し
て
い
な
い
た
め
、
前
庭
が
北
側
で
広

が
っ
て
い
る
ゆ
え
に
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
現
代
的
な

再
整
備
は
、
明
治
末
の
地
割
が
下
敷
き
と
な
っ
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。
こ
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
備
え
な
が
ら
も
、
再
整
備
後

の
美
術
館
へ
の
主
た
る
動
線
は
、
正
面
玄
関
の
真
下
の
地
下

か
ら
入
館
し
、
か
つ
て
「
存
在
し
て
い
た
」商
品
陳
列
所
の
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
を
横
切
る
形
で
新
た
に
設
け
ら
れ
る

大
階
段
を
上
っ
て
大
陳
列
室
（
再
開
館
後
は
中
央
ホ
ー
ル
）へ

と
向
か
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

平
安
京
の
条
理
が
持
つ
真
北
真
南
の
南
北
軸
と
の
ず
れ
と

言
え
ば
、
江
戸
初
期
に
創
建
さ
れ
た
二
条
城
が
、
平
安
神
宮

の
参
道
と
は
逆
に
約
三
度
東
に
傾
い
た
地
割
を
持
っ
て
い
る

こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
こ
に
も
近
代
に
挿
入
さ
れ

た
も
う
一
つ
の
軸
線
が
併
存
し
て
い
る
。
大
正
天
皇
の
即
位

に
際
し
て
、
二
条
城
内
に
は
大
饗
宴
場
が
建
設
さ
れ
た
が
、

こ
の
時
、
天
皇
の
入
場
門
と
し
て
江
戸
期
に
は
な
か
っ
た
南

門
が
創
建
さ
れ
、
天
皇
の
南
面
を
前
提
に
、
大
饗
宴
場
も
二

条
城
内
の
三
度
ず
れ
た
軸
線
と
は
別
に
真
北
真
南
を
軸
と
し

て
設
計
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
名
残
と
し
て
、
現
在
も
南
門
付

近
か
ら
延
び
る
塀
や
、
北
門
か
ら
の
通
路
は
真
北
真
南
の
軸

線
を
保
持
し
て
い
る
。
こ
の
軸
線
の
近
代
に
お
け
る
挿
入
は
、

江
戸
期
の
地
割
を
顧
み
ず
、
皇
統
の
伝
統
に
従
っ
た
「
徹
底

し
た
」軸
線
の
確
保
に
よ
る
も
の
だ
と
み
な
せ
、
同
じ
近
代
の

所
作
で
あ
り
な
が
ら
、
岡
崎
地
区
の
軸
線
併
存
と
は
対
照
的

な
事
象
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

慶
流
橋
を
渡
っ
て
岡
崎
地
域
に
立
ち
入
り
、
大
鳥
居
か
ら

応
天
門
を
見
通
し
、
左
に
府
立
図
書
館
、
右
に
京
都
市
美
術

館
が
視
野
に
入
る
眺
望
に
は
、
近
代
に
お
け
る
古
代
イ
メ
ー

ジ
と
京
都
の
近
代
の
意
味
深
い
輻
輳
が
潜
ん
で
い
る
に
違
い

な
く
、
さ
ら
に
は
再
開
館
後
の
京
都
市
美
術
館
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
に
降
下
し
て
い
く
な
ら
ば
、
上
下
に
層
を
な
す
近
代
の

歴
史
空
間
を
体
感
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

大礼記念京都美術館／京都市商品陳列所・第一勧業館
平面図重ね合わせ

特別寄稿②　近代の空間　岡崎公園と京都

京
都
の
近
代

岡
崎
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平
安
殿
、
応
天
門
、
粟
田
焼
、
疏
水
ア
ー
チ
、
イ
ン
ク
ラ
イ
ン

…
平
安
京
か
ら
明
治
期
の
近
代
化
ま
で
、
京
都
の
歴
史
を
辿
る

よ
う
な
名
の
お
菓
子
。
京
都
舎
密
局
で
工
学
・
工
芸
等
の
発
展
に

貢
献
し
た
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ド
・
ワ
グ
ネ
ル
の
名
を
冠
し
た
お
菓
子

「
ワ
グ
ネ
ル
」も
あ
っ
た
は
ず
…
辻
編
集
長
の
証
言
を
も
と
に
、

三
条
通
か
ら
平
安
神
宮
へ
向
か
い
、
神
宮
道
を
北
へ
。
特
徴
的
な

「
く
ね
り
文
字
」で
掲
げ
ら
れ
た
看
板
と
連
な
る
暖
簾
が
、
し
っ

ぽ
り
と
ま
ち
に
と
け
こ
む
〈
京
菓
子
司　
平
安
殿
〉を
取
材
し
、
二

代
目
・
小
川
善
一
さ
ん
に
お
話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
岡
崎
の
地
で
古
美
術
商
を
営
ん
で
い
た
小
川
家
で

し
た
が
、
お
父
様
は
本
業
を
続
け
な
が
ら
、
顧
客
の
ひ
と
り
で

あ
っ
た
お
菓
子
屋
さ
ん
の
も
と
で
修
行
を
し
、
一
九
五
一
（
昭

和
二
六
）年
頃
、〈
亀
屋
小
川
〉と
い
う
屋
号
で
開
業
。
第
二
次

世
界
大
戦
終
戦
後
、
京
都
市
美
術
館
が
進
駐
軍
に
接
収
さ
れ
る

な
ど
、
岡
崎
の
風
景
が
が
ら
り
と
変
貌
し
て
い
た
時
代
で
、
復

興
の
中
、
砂
糖
が
解
禁
さ
れ
た
頃
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
数

年
後
、
店
が
軌
道
に
乗
り
は
じ
め
た
の
を
機
に
〈
平
安
殿
〉と
名

を
改
め
、
現
在
の
場
所
に
店
を
移
し
ま
し
た
。

　

こ
の
辺
り
（
粟
田
口
）は
、
古
く
は
江
戸
時
代
初
期
か
ら
刀
鍛

冶
や
粟
田
焼
の
窯
元
が
多
く
、
職
人
の
ま
ち
で
し
た
。
今
も
店
内

に
は
粟
田
焼
や
茶
陶
作
品
、
民
藝
の
作
家
ら
の
作
品
が
並
び
、
文

化
・
芸
術
の
気
配
が
漂
う
の
は
、
美
術
商
の
背
景
を
持
つ
〈
平
安

殿
〉な
ら
で
は
。
表
に
か
か
げ
ら
れ
た
看
板
の
「
く
ね
り
文
字
」

は
、
陶
芸
家
・
富
本
憲
吉
に
よ
る
も
の
。
焼
菓
子
「
疏
水
ア
ー
チ
」

の
包
装
紙
は
染
色
家
・
稲
垣
稔
次
郎
、
同
じ
く
「
イ
ン
ク
ラ
イ

ン
」は
伊
砂
久
二
雄
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
で
、
他
に
武
者
小
路
実
篤

に
よ
る
書
な
ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
美
術
品
と
触
れ
あ
う
感
覚
は
、〈
平
安
殿
〉の
お
菓
子
に

活
き
活
き
と
表
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
平
安
殿
の
丸
瓦

を
模
し
た
菓
子
「
平
安
殿
」、
陶
器
の
肌
合
い
と
香
ば
し
さ
を
感

じ
る
「
粟
田
焼
」、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
積
ん
だ
舟
形
の
焼
き
菓

子
「
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
」、
疏
水
の
穏
や
か
な
水
の
流
れ
を
み
る

「
そ
す
い
も
ち
」…
い
ず
れ
も
味
わ
い
や
食
感
が
、
こ
め
ら
れ
た
イ

メ
ー
ジ
と
ご
く
自
然
に
溶
け
合
い
、
京
都
の
、
岡
崎
の
地
の
移
り

ゆ
く
歴
史
を
眺
め
て
い
る
よ
う
な
気
持
に
な
れ
る
の
は
、
ご
主
人

の
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
ス
が
あ
れ
ば
こ
そ
。
受
け
継
が
れ
る
審
美
眼
が

裏
付
け
る
確
か
さ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
地
の
歴
史
と
文
化
、
特
に
華
や
か
な
明
治
の
、
岡
崎
の
雰

囲
気
が
大
好
き
だ
と
ご
主
人
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
手
間

暇
が
か
か
っ
て
も
古
い
も
の
を
大
切
に
し
て
い
く
、
ど
ん
ど
ん
新

し
い
も
の
を
出
さ
な
く
て
い
い
、
無
茶
は
し
な
い
、
そ
ん
な
ご
主

人
の
思
い
が
お
菓
子
を
つ
う
じ
て
伝
わ
り
ま
す
。
伝
統
を
重
ん
じ

つ
つ
も
ハ
イ
カ
ラ
好
き
な
京
都
と
い
う
土
地
で
、
愛
さ
れ
続
け
る

所
以
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ち
な
み
に
…「
ワ
グ
ネ
ル
」と
い
う
名
の
お
菓
子
は
、
残
念
な

が
ら
現
在
は
販
売
し
て
い
な
い
と
の

こ
と
。
洋
酒
の
効
い
た
ふ
わ
っ
ふ
わ

の
焼
き
菓
子
だ
っ
た
そ
う
で
す
。〈
平

安
殿
〉の
セ
ン
ス
が
、
時
代
の
先
を
行

き
過
ぎ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
…
。

今
で
は
、
ふ
わ
ふ
わ
食
感
は
老
若
男

女
を
問
わ
ず
人
気
を
集
め
て
い
ま
す

の
で
、
幻
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
「
ワ

グ
ネ
ル
」の
復
刻
に
仄
か
な
期
待
を

抱
い
て
い
ま
す
…
。

　

江
戸
期
の
粟
田
口
、
明
治
期
に
建

立
し
た
平
安
神
宮
、
進
駐
軍
に
接
収

さ
れ
た
戦
後
の
風
景
な
ど
、
刻
々
と
姿
を
変
え
て
き
た
岡
崎
。
今

ま
た
、
文
化
エ
リ
ア
と
し
て
、
観
光
地
と
し
て
、
新
た
な
展
開
を

始
め
て
い
ま
す
。 

（
取
材
：
辻
喜
代
治
・
草
木
マ
リ
）

＊
青
銅
の
よ
う
に
美
し
い
濃
い
緑
色
を
し
た
新
作
「
鴟し

尾び

」は
、
大
屋
根
の
飾
り
を
模

し
た
「
平
安
殿
サ
ブ
レ
―
」の
抹
茶
味
。
新
作
は
何
十
年
か
に
一
度
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
今
後
の
展
開
も
目
が
は
な
せ
ま
せ
ん
。

京
菓
子
司
　
平
安
殿

京
都
市
東
山
区
平
安
神
宮
道
三
条
上
ル
堀
池
町

午
前
九
時
三
〇
分
〜
午
後
六
時

定
休
日
：
毎
週
月
曜
日
（
祝
祭
日
は
営
業
・
翌
日
は
振
替
休
業
）

取材　京菓子司 平安殿｢岡崎、お菓子からたどる京都の近代～ワグネルを探して～」

京
菓
子
司 

平
安
殿

「
岡
崎
︑お
菓
子
か
ら
た
ど
る
京
都
の
近
代
～
ワ
グ
ネ
ル
を
探
し
て
～
」

左：舟形の焼菓子・インクライン
右：レンガを模した焼菓子・疎水アーチ
パッケージや包装紙にも趣があります

富本憲吉の書による
「平安殿」の看板

京
都
の
近
代

岡
崎
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事
業
紹
介

「
い
け
プ
レ
2
0
1
8
」の
試
み

～
い
け
ば
な
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
目
指
し
て
～

　

い
け
ば
な
の
魅
力
を
、
華
道
発
祥
の
地
・
京
都
か
ら
発
信
し
よ

う
と
二
〇
一
三
年
か
ら
始
ま
っ
た「
京
都
い
け
ば
な
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン（
略
称
、
い
け
プ
レ
）」。
六
月
六
日
が「
い
け
ば
な

の
日
」と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
因
み
、
京
都
い
け
ば
な
協
会
の
ご

協
力
の
も
と
、
毎
年
六
月
に
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

い
け
ば
な
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
目
指
し
て

　

六
回
目
と
な
っ
た
今
回
の
総
合
テ
ー
マ
は
、「
す
ご
い
ゾ
！
い

け
ば
な
」。〈
華
道
家
に
よ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〉を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
恒
例
と
な
っ
た
三
四
流
派
に
よ
る
展
覧
会
に
加
え
、
い
け

ば
な
の
魅
力
を
紹
介
す
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
を
図
り
ま

し
た
。
異
分
野
か
ら
ゲ
ス
ト
を
迎
え
て
語
り
合
う「
ト
ー
ク
」、

解
説
と
共
に
い
け
こ
み
を
実
演
す
る「
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
」、
家
庭
で
も
使
え
る
い
け
ば
な
の
知
恵
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
実

演
付
き
で
紹
介
す
る「
レ
ク
チ
ャ
ー
」を
設
け
た
ほ
か
、「
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ（
い
け
ば
な
体
験
）」で
は
三
種
類（
水
盤
と
剣
山
、
一
輪

挿
し
、
投
げ
入
れ
花
）の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
ま
し
た
。

トーク「器・料理・いけばな」には、近藤高弘さん（陶芸家／美術家）、田村圭吾さん（京料理「萬
重」若主人）と、実行委員長の桑原仙溪さん（桑原専慶流 家元）が登壇。司会は松本司さん（京
都未生流 家元）。

右上：デモンストレーションを終え握手する垣花悦甫さん（嵯峨御流／写
真右）と平林朋宗さん（月輪未生流／写真左）。それぞれが生けた2つの
作品を合わせ、一つの景色にするという趣向が行われた。
左上下：子どもからシニアまで幅広い年代で賑わったワーク
ショップ。

熱
気
あ
ふ
れ
、
来
場
者
の
構
成
に
も
変
化

　

イ
ベ
ン
ト
会
場
は
毎
回
一
〇
〇
名
前
後
の
人
が
集
ま
り
、
大

変
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
ほ
ぼ
満
席
に
な

る
な
ど
、
会
場
は
例
年
以
上
の
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
二
日

間
の
会
期
中
、
延
べ
一
三
〇
〇
名
以
上
の
方
に
来
場
い
た
だ
き
、

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
が「
満
足
」
と
回

答
。
新
聞
に
も
、「
華
道
三
四
流
派　
熱
気
あ
ふ
れ
」と
い
う
見
出

し
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
会
場
の
盛
り
上
が
り
だ
け
で
な
く
、
来
場
者
の
構

成
に
も
少
し
変
化
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
リ
ピ
ー
タ
ー
の
割
合
が

多
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

ほ
ぼ
半
数
が
初
め
て
来
場
さ
れ
た
方
々
で
し
た
。
ま
た
、
前
回

は
二
割
程
度
だ
っ
た
三
〇
〜
四
〇
代
の
来
場
者
が
三
割
を
超
え

ま
し
た
。「
観
る
」、「
聞
く
」、「
学
ぶ
」、「
触
れ
る
」
と
い
う
来

場
者
に
と
っ
て
能
動
的
な
体
験
の
種
類
と
機
会
を
多
く
用
意
で

き
た
こ
と
、
案
内
状
を
兼
ね
た
鮮
や
か
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
賑
や
か
で
楽
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
発
信
で

き
た
こ
と
が
、
こ
の
変
化
に
繋
が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
全
て
実
行
委
員
の
華
道
家
の
皆
さ
ん
の
熱
意
と
ア
イ
デ

ア
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も「
京
都
い
け
ば
な
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」の
展
開
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

 

（
小
島
寛
大
）
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朝
、
窓
を
あ
け
る
と
北
に
比
叡
山
を
仰
ぎ
、
東
山
か
ら
あ
が
っ
た
暖
か
な
日
差
し
を
浴
び
る
。
な
ん
と

幸
せ
な
こ
と
か
。
陽
気
の
良
い
と
き
に
は
鴨
川
の
淵
を
散
歩
に
で
か
け
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
川
面
を
流
れ

る
風
の
変
化
に
季
節
を
感
じ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
自
然
に
恵
ま
れ
た
風
土
の
中
で
当
た
り
前
の
よ
う
暮

ら
せ
る
こ
と
に
改
め
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
風
土
に
育
ま
れ
た
感
性
が
、
日
常
の
憩
い
の
間
や
、
ま
た
多
く
の
文
化
の
営
み
に
つ
な
が

り
、
様
々
な
古
都
な
ら
で
は
の
表
現
に
繋
が
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
風
土
が
文
化
に
与
え
る
役
割
は
と
て

も
大
き
な
も
の
に
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
近
頃
は
外
国
か
ら
の
観
光
客
の
数
の
多
さ
に
驚
く
ば
か
り
。
紹
介
さ
れ
た
歴
史
あ
る
建
造
物
を

眺
め
、
お
土
産
を
も
と
め
歩
く
の
も
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
短
い
時
間
で
多
く
の
も
の
を
手
に
入
れ
る
の
は

至
難
の
業
。

　

多
少
の
誇
り
を
い
だ
き
、〝
ど
う
ぞ
京
都
を
存
分
に
楽
し
ん
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
ね
〞と
い
っ
た
思
い

は
あ
る
が
、
出
来
得
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
千
年
の
都
の
奥
深
さ
を
体
験
、
体
感
し
、
本
物
の
風
情
を
ほ
ん

の
少
し
で
も
感
じ
取
っ
て
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　

勿
論
、
世
界
中
か
ら
お
い
で
下
さ
る
観
光
客
に
文
句
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、「
改
め
て
日
本
の
文
化
や
風
習
に
接
し
、
相
互
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
何
時
の
時
代
も
と
て
も

大
切
な
こ
と
」と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

決
し
て
住
み
易
い
こ
と
も
な
い
盆
地
で
の
生
活
を
工
夫
の
積
み
重
ね
で
快
適
さ
に
変
え
て
き
た
先
人
達
。

　

時
代
が
ど
う
変
ろ
う
と
、
風
情
を
味
わ
え
る
街
で
あ
り
続
け
て
欲
し
い
と
切
に
思
う
の
は
私
ば
か
り

で
は
な
い
の
で
は
？
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
街
に
住
ま
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
私
達
の
姿
勢
そ
の

も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

た
ま
に
出
か
け
た
旅
先
で
「
ど
ち
ら
か
ら
？
」と
尋
ね
ら
れ
、「
京
都
か
ら
で
す
」と
お
答
え
す
る
と
、

「
あ
ら
、
京
都
に
お
住
ま
い
で
す
か
、
羨
ま
し
い
で
す
ね
ぇ
」と
い
っ
た
声
を
い
た
だ
く
こ
と
が
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

千
年
の
遥
か
昔
よ
り
日
本
の
文
化
の
中
心
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
憧
れ
の
的
だ
っ
た
こ
の
街
、
住
ん
で
み

る
と
以
外
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
い
て
、
何
処
へ
出
か
け
る
に
も
そ
う
不
便
も
感
じ
な
い
中
規

模
都
市
で
、
ま
る
で
箱
庭
に
住
ま
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
。

　

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
東
西
約
二
〇
㎞
、
南
北
約
四
〇
㎞
と
、
地
図
を
見
る
と
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
今
も

往
時
の
平
安
京
が
色
濃
く
残
る
街
な
の
で
す
か
ら
。

　

東
山
の
中
腹
を
望
め
ば
清
水
寺
の
、
西
を
望
め
ば
日
本
一
の
高
さ
を
誇
る
東
寺
の
五
重
の
塔
と
長
い

時
の
流
れ
を
今
に
伝
え
る
歴
史
の
証
人
の
数
々
。
探
し
始
め
た
ら
枚
挙
に
暇
の
な
い
寺
社
仏
閣
、
故
事
に

彩
ら
れ
ハ
イ
テ
ク
著
し
い
こ
の
二
十
一
世
紀
で
も
堂
々
の
風
格
を
湛
え
て
い
る
京
都
は
正
に
日
本
の
文

化
の
礎
な
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
日
本
の
文
化
の
中
心
だ
と
い
う
自
覚
も
な
く
日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
て
い
る
自
分
が
、〝
果

て
？
そ
う
い
わ
れ
れ
ば
京
都
っ
て
ど
こ
が
違
う
の
か
な
ぁ
〞と
考
え
こ
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
子
ど
も
の
頃

か
ら
特
に
こ
と
さ
ら
京
都
、
京
都
と
意
識
し
た
こ
と
も
な
く
育
っ
た
街
な
の
で
す
が
…
。

風
情
は
文
化
の
エ
ッ
セ
ン
ス

随
想

リ
レ
ー

�

宮
下
喜
久
子
（
宮
下
靖
子
バ
レ
エ
団
）
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な
経
験
が
で
き
、
刺
激
を
受
け
た
。
そ

の
喜
び
が
出
演
者
の
顔
に
も
出
て
い
た
。

　

私
は
京
都
市
芸
術
文
化
協
会
会
員
で

い
る
経
歴
は
ま
だ
短
い
が
、
常
に
関
心

す
る
こ
と
は
、
こ
の「
養
う
心
」。
京
都

市
に
は
芸
術
文
化
に
ち
な
ん
だ
企
画
が

多
い
け
れ
ど
、
こ
う
や
っ
て
鑑
賞
者
が

得
る
も
の
だ
け
で
な
く
、参
加
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
も
新
し
い
出
会
い
が
沢
山
あ
り
、

養
わ
れ
る
。
単
な
る
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
で
は
な
い
。
今
後
と
も
芸
文
協
の
こ

の
よ
う
な「
新
し
い
可
能
性
に
気
づ
か
せ

る
」活
動
を
楽
し
み
な
が
ら
応
援
し
て
い

き
た
い
。

マ
イ
ケ
ル
・
ハ
ー
デ
ィ（
企
画
・
交
流
委
員
／
茶
道

裏
千
家
淡
交
会
総
本
部
国
際
部
）

声
を
か
け
、
作

り
か
け
の
作
品

に
花
を
生
け
て

も
ら
い
、
そ
の

場
に
い
た
全
員

の
合
作
と
な
っ

た
。
演
奏
の
間

も
、
い
け
ば
な

の
基
礎
や
生
け
る
花
の
意
味
な
ど
、様
々

な
お
話
が
あ
り
温
か
い
雰
囲
気
を
つ

く
っ
た
。

　

第
二
部
は
、
邦
楽
×
洋
舞
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
。「
時
空
を
翔
け
る
音
と
舞

〜
春
夏
流
れ
る
ご
と
く
〜
」と
題
し
、
箏

は
木
本
澄
子
、
十
七
絃
は
中
田
洋
子
、

尺
八
は
鈴
木
泫
山（
以
上 

京
都
三
曲
協

会
）の
三
人
に
よ
る「
春
の
海
」（
作
曲
：

宮
城
道
雄
）
と「
星
空
へ
の
想
い
」（
作

曲
：
菊
重
精
峰
）の
演
奏
と
、
洋
舞
は
中

西
孝
子（
舞
）、
水
野
永
子（
舞
・
振
付
）

（
全
京
都
洋
舞
協
議
会
）に
よ
る
舞
台
が

行
わ
れ
た
。
波
と
戯
れ
る
春
風
の
情
景

描
写
に
は
じ
ま
り
、
夢
の
中
で
天
馬
と

共
に
夜
空
を
駆
け
巡
る
シ
ー
ン
を
演
じ

た
。
深
く
響
く
絃
や
尺
八
の
音
が
奏
で

ら
れ
る
中
、
洋
舞
が
披
露
さ
れ
た
。
和

と
洋
が
合
わ
さ
っ
て
、
風
流
な
時
間
と

な
っ
た
。

　

最
後
は
、
邦
舞
×
能
楽「
地
唄 

珠
取

海
女
」で
幕
を
閉
じ
た
。
楳
茂
都
梅
衣
華

の
解
説
の
も
と
、
邦
舞
は
、
楳
茂
都
華

寿
（々
立
方
）、
竹
川
和
裕（
地
方
）、
能

京み
や
こ

の
文
化
絵
巻
２
０
１
８

事
業
紹
介　

平
成
三
〇
年
八
月
十
二
日（
日
）に
京

都
芸
術
セ
ン
タ
ー
に
て「
京み

や
こ

の
文
化
絵
巻

2
0
1
8
」が
開
催
さ
れ
た
。

　

伝
統
文
化
や
近
代
芸
術
文
化
が
豊
富

な
京
都
な
ら
で
は
の
分
野
を
超
え
た
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
目
標
と
し
、
今
回
は

洋
楽
×
華
道
、
邦
楽
×
洋
舞
、
邦
舞
×

能
楽
、
三
部
構
成
の
舞
台
を
披
露
。

　

先
ず
は
洋
楽
×
華
道
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
舞
台「
名
曲
と
花
束
〜
い
の
ち
の

華
コ
ン
サ
ー
ト
〜
」か
ら
ス
タ
ー
ト
。
初

め
に
園
城
三
花（
フ
ル
ー
ト
）、
釋　
伸
司

（
バ
イ
オ
リ
ン
）、
松
田
美
奈
子（
ビ
オ

ラ
）、
山
岸
孝
教（
チ
ェ
ロ
）が
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
の
花
の
ワ
ル
ツ
を
演
奏
。
次

に
バ
ッ
ヘ
ル
ベ
ル
の
カ
ノ
ン
を
流
し
な

が
ら
藤
井　
真（
I
K
E
N
O
B
O
Y
S
）

が
登
場
し
、
曲
に
合
わ
せ
て
花
を
生
け

た
。
最
後
の「
花
は
咲
く
」〔
作
曲
：
菅
野

よ
う
子
〕の
演
奏
中
、
藤
井
氏
が
観
客
に

楽
は
、
観
世
流
の
長
山
耕
三（
シ
テ
方
）、

笠
田
祐
樹（
地
謡
）に
よ
る「
宝
珠
海
女
」

の
舞
台
。
竜
神
に
奪
わ
れ
た
宝
珠
を
わ

が
子
の
栄
達
の
た
め
に
、
命
を
捨
て
て

取
り
返
す
海
女
の
話
で
、
交
互
に
話
を

進
め
て
ゆ
く
。
同
じ
日
本
文
化
で
あ
る

邦
舞
と
能
楽
は
所
作
や
語
り
に
違
い
や

共
通
点
が
あ
り
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
感
じ
た
。

　

平
成
二
九
年
の「
京
の
文
化
絵
巻

2
0
1
7
」
に
続
き
、
二
回
目
の
開
催
。

私
は
今
回
初
め
て「
京
の
文
化
絵
巻
」
を

鑑
賞
し
た
が
、
完
成
度
の
高
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
、
非
常
に
感
動
し
た
。
開
始
か

ら
会
場
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
し
て
い
く

よ
う
な
新
鮮
な
空
気
だ
っ
た
。
第
一
部

で
は
、
音
楽
に
合
せ
て
お
花
一
本
ず
つ

完
成
に
近
づ
い
て
い
く
中
、
一
本
の
大

切
さ
や
命
の
貴
重
さ
を
感
じ
、
音
楽
に

連
れ
て
気
持
ち
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
へ

盛
り
上
が
っ
て
い
く
。
第
二
部
で
は
夢

に
移
っ
た
か
の
よ
う
な
は
か
な
い
世
界

へ
連
れ
て
い
か
れ
た
。
第
三
部
で
は
現

在
と
夢
の
間
の
幽
玄
を
感
じ
さ
せ
、
親

か
ら
子
供
へ
の
強
い
想
い
を
感
じ
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。
わ
ず
か
な
時
間
だ
っ
た

が
、ま
る
で
絵
巻
物
を
観
る
よ
う
に
次
々

と
繰
り
広
げ
ら
れ
る
舞
台
に
は
、
い
ろ

ん
な
場
面
に
感
動
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
一
番
感
動
し
た
の
は
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
本
人
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
出

演
し
て
い
る
こ
と
。
芸
文
協
の「
京
の
文

化
絵
巻
」シ
リ
ー
ズ
の
目
標
は
、
会
員
が

分
野
を
超
え
て
交
流
し
、
互
い
に
刺
激

し
合
う
こ
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
新
た
な

芸
術
文
化
の
創
造
と
発
展
を
図
り
な
が

ら
、
更
な
る
芸
術
文
化
の
普
及
・
向
上

を
め
ざ
し
て
い
る
。
芸
文
協
会
員
で
あ

る
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
と
っ
て
も
、

こ
の
よ
う
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
こ

れ
ま
で
な
か
っ
た
と
の
声
が
多
く
、
出

演
者
も
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
き

上：洋楽×華道「名曲と花束～いのちの華コンサート～」
下：邦楽×洋舞「時空を翔ける音と舞～春夏流れるごとく～」

邦楽×能楽「地唄　珠取海女」

日
時
：
平
成
三
〇
年
八
月
十
二
日（
日
）

会
場
：
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー（
講
堂
）

舞
台
協
力
：（
株
）京
都
舞
台
美
術
製
作
所

主
催
： 

京
都
市
・
公
益
財
団
法
人
京
都
市

 

芸
術
文
化
協
会
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今
、
T
A
R
O
が
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
「
伝
統
芸

能
文
化
復
元
・
活
性
化
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
す
。
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
名
に
含
ま
れ
て
い
る
「
伝
統
芸
能
文
化
」と
は
、
古
典

芸
能
と
民
俗
芸
能
の
両
方
を
含
み
、「
芸
能
そ
の
も
の
」だ
け

で
な
く
、
そ
れ
に
使
用
さ
れ
る
道
具
や
原
材
料
と
い
っ
た

「
モ
ノ
」、
そ
の
製
作
の
た
め
の
工
芸
技
術
の
よ
う
な
「
技
」、

演
者
や
職
人
の
後
継
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
よ
り
広
い
意

味
で
の
芸
能
を
支
え
る
「
人
」の
育
成
と
い
っ
た
、
芸
能
を
成

り
立
た
せ
る
た
め
の
領
域
全
体
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
伝
統
芸
能
文
化
を
現
代
に
適
合
し
た
形

で
活
性
化
さ
せ
、
保
存
・
継
承
・
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
趣
旨
に
合
致
す
る
プ
ラ
ン
を
全
国
か
ら

公
募
し
、
採
択
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
T
A
R
O
が
最
大

一
〇
〇
万
円
の
費
用
を
負
担
し
、
申
請
者
と
共
同
で
実
施
し

ま
す
。
今
年
度
は
二
〇
件
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
三

　

二
〇
一
七
年
の
春
、
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
二
階
に
「
伝
統
芸

能
文
化
ア
ー
カ
イ
ブ
＆
リ
サ
ー
チ
オ
フ
ィ
ス
」（
T
A
R
O
）が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
T
A
R
O
は
、
京
都
市
が
提
起
し
て
い
る

日
本
の
伝
統
芸
能
文
化
の
継
承
・
創
造
の
拠
点
施
設
「
伝
統
芸

能
文
化
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）の
実
現
を
目
指

す
「
伝
統
芸
能
文
化
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
す
る
組
織
と

し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
も
京
都
市
は
「
京
都
創

生
座
」や
「
五
感
で
感
じ
る
和
の
文
化
事
業
」等
を
通
じ
て
セ
ン

タ
ー
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
内
容
は
舞
台
公
演
と
一
般
向
け
の
講
座
が
主
で
し
た
。

T
A
R
O
が
推
進
す
る
「
伝
統
芸
能
文
化
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
セ
ン
タ
ー
に
必
要
と
さ
れ
る
五
つ
の
機
能
│
学
術
研
究
、

創
造
普
及
、
相
談
・
支
援
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
、国
内
外
発
信
・
交
流
│
を
総
合
的
に
強
化
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

「
伝
統
芸
能
文
化
ア
ー
カ
イ
ブ
＆
リ
サ
ー
チ
オ
フ
ィ
ス
」の
取
り
組
み

～
伝
統
芸
能
文
化
復
元
・
活
性
化
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
～

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
部
会　
報
告

事
業
紹
介

　

協
会
創
立
四
〇
周
年

を
迎
え
る
二
〇
二
一
年
を

前
に
、
協
会
を
よ
り
多

く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
新
た
に
協

会
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
作
成
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
企
画
・
交
流
委
員
会
の

茂
山
あ
き
ら
さ
ん（
大
蔵
流
狂
言
方
）、

松
尾
惠
さ
ん（
ヴ
ォ
イ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
主

宰
）、
マ
イ
ケ
ル
・
ハ
ー
デ
ィ
さ
ん（
裏
千

家
国
際
部
）が
作
成
部
会
メ
ン
バ
ー
と
な

り
、
昨
年
初
夏
か
ら
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　

協
会
の
設
立
は
一
九
八
一
年
で
す
が
、

そ
の
前
身
は
一
九
五
九
年
に
結
成
さ
れ

た「
京
都
市
文
化
団
体
懇
話
会
」。
長
い

歴
史
を
持
つ
協
会
に
ふ
さ
わ
し
い
マ
ー

ク
と
は
？ 

こ
れ
か
ら
協
会
が
果
た
し
て

い
く
役
割
と
は
？ 

作
成
部
会
で
は
、
協

会
の
理
念
や
役
割
に
つ
い
て
何
度
も
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
浮
か
び
上

が
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
人
」と「
つ
な
が
り
」で

す
。
こ
の
協
会
に
集
う

経
験
豊
か
な
芸
術
家
・
関
係
者
と
そ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
最
大
の
特
徴
で
あ
り

財
産
で
は
な
い
か
。
交
流
と
学
び
合
い

の
場
を
生
み
出
す
こ
と
、
会
員
の
知
見

と
社
会
の
接
点
を
作
る
こ
と
が
協
会
の

役
割
で
は
な
い
か
│
。

　

こ
の
よ
う
な
議
論
を
も
と
に
、
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
を
舟
越
一
郎
さ

ん（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
／
京
都

市
立
芸
術
大
学 

准
教
授
）

に
お
願
い
し
ま
し
た
。
新

し
い
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、

二
〇
一
九
年
七
月
の
総
会

で
の
お
披
露
目
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

協
会
の
新
し
い

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を

考
え
て
い
ま
す
︒

学
校
で
は

学
べ
な
い
、

オ
ト
ナ
の

京
都
学
や
ね

京
都
ス
タ
イ
ル
、

生
き
て
い
る
文
化
に

出
会
え
る

玄
人
が
い
っ
ぱ
い
い
る
。

人
が
財
産
や
な
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「
伝
統
芸
能
文
化
復
元
・
活
性
化
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
助

成
金
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
提
出
さ
れ
た
申
請
書
を
基
に
計
画

か
ら
運
営
ま
で
申
請
者
と
T
A
R
O
が
共
同
で
行
う
と
い
う

全
国
で
も
他
に
類
を
見
な
い
も
の
で
す
。
平
成
三
一
年
度
も

募
集
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。
申
請
者
（
団
体
）と
T
A
R
O

の
い
ず
れ
か
一
方
だ
け
で
は
実
現
で
き
な
い
よ
う
な
取
り
組

み
を
共
同
で
実
施
す
る
こ
と
で
、
伝
統
芸
能
文
化
に
新
し
い

波
を
起
こ
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

 

（
古
川
真
宏
）

て
も
「
創
作
」的
な
要

素
が
強
い
と
言
え
ま

す
。
失
わ
れ
た
演
目
の

復
活
を
課
題
と
し
て

い
る
芸
能
は
多
々
あ

り
ま
す
が
、
一
つ
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る

こ
と
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

　

二
件
目
は
「
柳
川
三

味
線
の
た
め
の
胴
皮

新
素
材
開
発
」で
す
。
三
味
線
の
胴
皮
に
用
い
ら
れ
る
猫
皮
の

生
産
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
柳
川
三
味
線
に
特
有
の

薄
く
て
し
な
や
か
な
子
猫
の
皮
は
、
既
に
入
手
が
危
機
的
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。
胴
皮
を
安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
の
別

路
を
見
出
す
た
め
、
和
紙
に
よ
る
代
替
品
の
開
発
を
試
み
る

の
が
こ
の
取
り
組
み
で
す
。
和
紙
は
製
法
に
よ
っ
て
は
か
な

り
の
強
度
が
得
ら
れ
る
ば
か
り
か
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
響
板

に
用
い
ら
れ
る
な
ど
音
響
効
果
に
も
定
評
が
あ
り
ま
す
。
現

在
、
岐
阜
の
研
究
所
の
協
力
の
も
と
、
三
味
線
の
胴
皮
に
相

応
し
い
和
紙
の
製
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
目
標
は
、
京

都
に
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
柳
川
三
味
線
向
け
の
、
実
用
に
耐

え
う
る
新
素
材
の
開
発
で
す
が
、
そ
れ
は
慢
性
的
な
猫
皮
不

足
に
直
面
し
て
い
る
全
国
の
三
味
線
に
も
使
え
る
も
の
に
発

展
し
て
い
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　

三
件
目
の
「
ゴ
ッ
タ
ン
の
製
造
技
法
お
よ
び
基
礎
資
料
の

ア
ー
カ
イ
ブ
と
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
創
出
」は
、
京
都
外
か

ら
採
用
し
た
プ
ラ
ン
で
す
。「
ゴ
ッ
タ
ン
」と
は
、
胴
の
部
分
が

木
製
の
箱
に
な
っ
て
い
る
三
味
線
で
、
別
名
で
箱
三
味
線
や
板

三
味
線
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
鹿
児
島
県
と
宮
崎
県
の
一
部
で
は

庶
民
の
生
活
に
根
ざ
し
た
楽
器
と
し
て
ゴ
ッ
タ
ン
が
親
し
ま

れ
て
い
ま
し
た
が
、
戦
後
に
な
る
と
、
急
速
に
そ
の
姿
が
見
ら

れ
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
一
九
七
七
年
に
国
立
劇
場
で
弾

き
語
り
を
し
た
荒
武
タ
ミ
さ
ん
と
い
う
不
世
出
の
奏
者
の
活

躍
も
あ
っ
て
一
部
の
民
俗
学
者
や
音
楽
学
者
の
間
で
は
認
知

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ゴ
ッ
タ
ン
と
そ
の
文
化
は
今
で
は
人
々

の
記
憶
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
つ
つ
あ
り
、
と
り
わ
け
製
造
技
術
の

継
承
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
楽
器
製
作
技

術
の
記
録
作
成
と
、
歴
史
的
背
景
の
基
礎
調
査
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
に
よ
っ
て
認
知
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

件
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

一
件
目
の
「
上
鳥
羽
の
芸
能
六
斎
の
復
活
を
目
指
し
て
│

祇
園
囃
子
の
創
作
」は
、
上
鳥
羽
で
大
正
期
以
来
中
断
し
て

い
た
「
芸
能
六
斎
」を
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
で

す
。
伝
統
的
な
「
念
仏
六
斎
」に
、
よ
り
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
性
の
高
い
「
芸
能
六
斎
」を
加
え
る
こ
と
で
、
念
仏
と
芸
能

の
双
方
を
有
し
た
、
よ
り
古
い
姿
の
京
都
の
六
斎
念
仏
を
復

元
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
上
鳥
羽
で
は
、
平
成
二
三
年

以
降
、
演
じ
手
に
小
中
学
生
を
加
え
た
り
、
外
部
か
ら
指
導

者
を
招
い
た
り
な
ど
し
て
、
六
斎
念
仏
の
改
新
に
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
団
体
は
「
芸
能
六
斎
」に
必
須

の
三
演
目
の
う
ち
、
こ

れ
ま
で
に
「
四
つ
太
鼓
」

と
「
獅
子
と
土
蜘
蛛
」を

再
生
さ
せ
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
は
「
祇
園
囃

子
」を
復
活
さ
せ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
演
目
は
過
去

の
記
録
が
残
っ
て
い
な

い
の
で
、「
復
活
」と
言
っ

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

「祇園囃子」の練習風景

岐阜県の研究所での三味線胴皮の検査宮城県のゴッタン工房での試奏
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京
都
の
春
を
彩
る
華
道
京
展
は
昭
和
二
五
年
に
始
ま
り
今

年
で
七
〇
回
を
迎
え
ま
す
。初
回
の
頃
は
前
衛
い
け
ば
な
真
っ

盛
り
。華
道
史
に
お
い
て
空
前
の
オ
ブ
ジ
ェ
ブ
ー
ム
が
到
来
し

て
い
ま
し
た
。い
け
こ
み
会
場
に
石
膏
、セ
メ
ン
ト
、鉄
、石
、絵

具
が
散
乱
し
、生
の
花
を
使
わ
な
い
作
品
が
多
か
っ
た
そ
う
で

す
。そ
の
後
様
々
な
時
代
を
経
て
、今
は
植
物
の
力
を
生
か
す
、

本
来
の
い
け
ば
な
が
見
直
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

第
七
〇
回
と
な
る
今
回
は「
始
ま
り
は
今
、華
道
」を
テ
ー
マ
に

し
て
、京
都
い
け
ば
な
協
会
所
属
の
三
三
流
派
二
三
二
名
が
技
を

競
い
合
い
ま
す
。時
代
の
変
わ
り
目
に
そ
れ
ぞ
れ
が
華
道
の
本
質

を
究
め
つ
つ
、現
代
に
息
づ
く
い
け
ば
な
を
ご
覧
に
い
れ
ま
す
。

　

過
去
、多
く
の
芸
術
が
私
達
の
暮
ら
し
と
密
接
に
結
び
つ
い

て
い
ま
し
た
。人
の
手
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
は
私
達

の
心
を
豊
か
に
し
ま
す
。い
け
ば
な
は
草
や
木
や
花
の
命
を
い

た
だ
い
て
、器
に
い
け
る
こ
と
で
新
た
な
美
を
つ
く
り
だ
す
芸

術
で
す
。花
の
力
を
い
か
に
発
揮
さ
せ
る
か
が
い
け
ば
な
の
真

髄
で
す
。今
回
、今
後
に
つ
な
が
る
企
画
と
し
て
、芸
術
系
四
大

学
の
陶
芸
作
家
に
出
品
し
て
も
ら
い
、新
た
な
刺
激
を
受
け
て

未
知
の
い
け
ば
な
創
造
に
挑
み
ま
す
。多
く
の
人
の
心
に
爽
や

か
な
新
風
を
届
け
ら
れ
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

日
時
：
第
七
〇
回
華
道
京
展　
平
成
三
一
年
四
月
四
日（
木
）〜
九
日（
火
）

会
場
：
大
丸
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム〈
京
都
〉（
大
丸
京
都
店
六
階
）

活

動告

報

華道
華道京展70周年

京都いけばな協会会長　桑原仙溪

金
継
ぎ
の
碗
を
袱
紗
に
春
の
雪

裏
貼
の
母
の
か
な
文
字
押
絵
雛

紅
梅
や
板
一
枚
を
渡
り
き
て

野
火
走
る
水
平
線
と
交
は
ら
ず

�

浅
井
陽
子

切
株
に
深
き
洞
あ
り
冬
の
森

飯
を
炊
く
湯
気
あ
た
た
か
き
十
二
月

改
元
を
あ
れ
こ
れ
言
ひ
て
草
石
蚕
食
ぶ

配
達
の
瓶
の
牛
乳
春
隣

�

岡
村
美
江

松
の
枝
に
寒
月
光
の
余
り
あ
る

凍
蝶
の
翅
よ
り
硬
き
鉋
屑

薬
草
の
匂
ひ
を
透
す
白
障
子

冬
銀
河
触
れ
合
ふ
音
の
降
る
岬

�

小
河
洋
二

竹
秋
を
見
に
き
た
る
日
と
思
ひ
け
り

夏
の
子
の
口
紅
の
ま
だ
あ
ど
け
な
し

深
み
ゆ
く
秋
の
茶
釜
へ
置
き
柄
杓

新
し
き
筆
の
墨
吸
ふ
淑
気
か
な

�

才
野 

洋

鶯
の
喉
に
真
水
の
玉
あ
ら
む

も
う
空
を
容
れ
ず
青
田
と
な
り
に
け
り

日
の
ひ
か
り
呑
む
鶏
頭
の
襞
の
闇

ス
ト
ー
ブ
を
凝
視
め
て
を
れ
ば
飛
ぶ
火
の
粉

�

富
吉 

浩

呑
ま
れ
ゆ
く
蛙
や
脚
を
ま
つ
す
ぐ
に

く
ち
な
は
の
水
の
如
く
に
巌
す
べ
る

す
つ
ぽ
ん
の
も
ん
ど
り
う
つ
て
落
し
水

小
豆
摘
む
と
い
ふ
よ
り
嫗
む
し
り
取
る

�

南
う
み
を

第69回華道京展「imagine～心に描く花～」
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■
編
集
後
記
…
岡
崎
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

今
回
の
舞
台
、
岡
崎
公
園
は
高
校
時
代
の
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
場
所
で

あ
る
。
当
時
、
ま
だ
美
術
館
が
多
く
な
い
時
代
、
大
阪
の
高
校
で
美
術
ク
ラ
ブ
の
活
動

を
し
て
い
た
私
に
は
、〝
美
術
の
メ
ッ
カ
〞
で
あ
っ
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（
一
九
六
四
年
）開
催
の
た
め
に
そ
の
前
年
に
開
館
し
た
、
京
都
国
立
近
代
美
術
館

（
国
立
近
代
美
術
館
京
都
分
館
：
一
九
六
三
年
）で
は
、
関
西
で
は
珍
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
中
心
と
し
た
絵
画
や
美
術
展
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
同
じ
く
京
都
市
美
術
館
で

も
大
規
模
な
名
品
展
の
展
覧
会
が
次
々
に
開
催
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
度
に
大
阪
か
ら

電
車
を
乗
り
継
ぎ
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
、
い
つ
も
興
奮
気
味
に
岡
崎
に
の
り
こ
ん
だ
も

の
だ
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
将
来
、
京
都
で
生
活
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。

　

岡
崎
と
い
え
ば
も
う
一
つ
。
か
つ
て
京
都
市
立
芸
大
を
岡
崎
に
持
っ
て
く
る
案
が

あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
今
年
一
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
梅
原
猛
（
元
学
長
）が
自
宅
で
、

我
々
学
生
た
ち
数
人
に
興
奮
し
な
が
ら
話
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
今
の
動
物
園

を
他
に
移
動
さ
せ
て
、
そ
の
跡
地
に
持
っ
て
く
る
案
だ
っ
た
。
し
か
し
付
近
の
住
民
た

ち
に
聞
い
た
ら
「
美
大
生
が
来
る
の
だ
っ
た
ら
動
物
園
の
ほ
う
が
い
い
」と
言
わ
れ
た

と
か
。
こ
れ
は
先
生
の
冗
談
交
じ
り
の
話
だ
っ
た
が
。
本
当
は
、
動
物
園
で
大
量
に
使

わ
れ
る
水
の
手
当
て
が
で
き
る
場
所
が
他
に
な
い
の
で
移
転
は
無
理
だ
っ
た
ら
し
い
。

　

最
近
で
は
芸
術
大
学
の
京
都
駅
近
く
へ
の
移
転
も
動
き
出
し
、
本
格
的
に
工
事
が

始
ま
っ
た
。
そ
の
光
景
を
電
車
で
見
な
が
ら
、
今
で
も
、
も
し
芸
術
大
学
が
岡
崎
に

あ
っ
た
ら
ど
う
だ
っ
た
だ
ろ
う
と
想
像
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
岡
崎
で
は
来
春

二
〇
二
〇
年
、
京
都
市
美
術
館
が
改
装
さ
れ
て
オ
ー
プ
ン
す
る
。
ま
た
興
奮
し
て
出
か

け
る
日
が
や
っ
て
く
る
。

 

（
調
査
・
編
集
委
員
長　

辻 

喜
代
治
）

京
都
市
芸
術
文
化
協
会
と
は

芸
術
文
化
に
関
す
る
調
査
研
究
、
創
造
的
活
動
の
助
成
、

各
種
文
化
事
業
の
実
施
等
を
通
じ
て
京
都
市
に
お
け
る
芸

術
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
併
せ
て
「
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
」の
管
理
運
営

を
行
い
、
様
々
な
芸
術
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
・
編
集
委
員
会
（
五
〇
音
順
）

桑
原
仙
溪
・
白
川 

淑
・
杉
山 

準
・
堂
本
東
邨
・

辻 

喜
代
治
・
藤
林
由
里
・
前
田
攝
子
・
横
田
八
重
美
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